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“踏海流勝泳術,,に関する－考察

一創始者秋吉基治と踏海流に関する実相探究過程の周辺から－

．＊

中森_一郎

AstudyontheoriginatorMotoharuAkiyoshiandsomefacts

of`theToukai-Ryuswimmingart，

＊

KazuoNakamori

Abstract

The`Toukai-RyuloneofJapaneseclassicalschoolofswimming,ｈａｓneverbeenstudiedandwashardly

knownbutonlyfoundmentioninleterature

lnthispaper，atraceoftheoriginatorMotoharuAkiyoshiwasfollowedupandtheschoｏｌａｎｄｔｈｅａｒｔｏｆ

`Toukai-Ryu，anditsactualfactswerestudiedConsiquently，itbecameclearthatMotoharuAkiyoshiwasa

militarymanatfirst，thenateacher、Akiyoshiwholearnedｔｈｅ‘Kobori-Ryu，ｉｎhischildhoodwasgoodat

swimming，andstudiedsomeclassicalschoolsｏｆｓｗｉｍｍｉｎｇｉｎｈｉｓｔｅａｃｈｅｒｌｉｆｅａｎｄｃultivatedhisabilityin

teachingswimmingAkiyoshi，ｓｗｒｉｔｉｎｇｓｏｎｓｗｉｍｍｍｇｓｈｏｗｅｄａｎｉｄｅａａｎｄａｔｅａｃｈｉｎｇｍｅｔｈｏｄｏｆｔｈｅ‘Toukai‐

Ｒｙｕ，ｓｗｉｍｍｉｎｇ・ＩｔｉｓａｌｓｏｉｎｆｅｒｅｄｔｈａｔＡkiyoshi，ｓｃｌａｓｓｏｆｓｗｉｍｍｉｎｇａｔａｓｃｈｏｏｌｉｎＨｉｋone-shi，ShigaPrefec‐

tureopenedatthe33rdyearofMeijiandclosedatthe43rdyearforreasoｎｓｏｆｈｉｓｏｗｎ

ｌｔｉｓｓｕｐｐｏｓｅｄｔｈａｔｔｈｅｓwimmlngclassinHikonestimulatedｈｉｓｉｄｅａｔｏｏｒｇａｎｉｚｅｔｈｅ‘Toukai-Ryu，ａｎｄｅｎ‐

ａｂｌｅｄｈｉｍｔｏｐｕｂｌｉｓｈｔｈｅｗｏｒｋｗｈｉｃｈｍiｇｈｔｂｅｓａidthedeclarationoftheestablishmentoftheToukai-Ryu，

schooLHowever，theAkiyoshi，ｓ‘Toukai-Ryu,mighthaveendedonlyinthedeclarationofestablishmentbe‐

ｃａｕｓｅｔｈｅｃｌａｓｓｏｆｓｗｉｍｍｉｎｇｗａｓｕｎｄｅrtheleadershipofpublicschool．

＊大谷大学短期大学部：Ｏｔａ"jUiOjTﾉeγs吻血"joγＣＯ雌geKqyq腕α,Ｋｔｚｍ伽sa-cho,Kjta-伽Kyo〃
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治著「踏海流勝泳術教科書』のことを加え，さらに

著者自身で踏海流（淡海流）について調査したが不

明であったことを述べ足したことが明瞭である。こ

の記述だけで判断するならば，踏海流は大正初期に

彦根にて創始され，宣言したのみで終わったが，そ

の前身としては明治33年頃に京都の人秋吉が彦根に

て開始した‘淡海流，があり，後に踏海流を‘東海

流,と称したことがあったようである。また，著者

石川自身が何時どのように調査を行ったのかは判断

できないが，著者の調査結果から，踏海流という存

在が人々の記憶から忘れ去られただけでなく地域の

人々にきえあまり知られていなかったことを示して

いる表現に受け取れる。ただし，この記述に示きれ

た名称や年次は，記述表現の暖昧さから考えて，参

考の範囑に入るものとして扱うべきと考える。

加えて，本研究以前の情報では，この石川の記

述2')が限界域であったのであろう。つまり，秋吉基

治による踏海流の著書が存在すること以外，踏海流

の内容については，ほとんど分からない状態であっ

たと言えるであろう。

この踏海流を筆者が研究対象としたのは，上記記

述にあった創始者秋吉基治自身に依る『踏海流勝泳

術教科書』（上・下巻)２１が箸わきれていたこと，同

著書からも創始者秋吉が京都在住の人物で，彦根市

において水泳指導を行っていたという手掛かりが得

られていたこと，さらに他の研究調査40)において偶

然にも秋吉基治の履歴書に出会ったことから，踏海

流の実態究明への糸口が開けたように思われたから

である。しかし，実際に踏海流の実態を究明したい

と調査を進めてきたが，残念ながら，その実態につ

いて直接の記録や資料は未だに発見できていない。

従って，本研究における論究は，実相を究明して

いくための手掛かりの一端が得られただけの段階で

あって，収集した情報を示して考察を試みながら，

現在推察できる範囲を示すことを目的とするに留ま

るものである。このことが，副題に「……実相探究

過程の周辺から」とした所以である。

本論究の展開としては，人物（過程）・著書（内

容）・実践（実態）の順で，次のように収集した情

報と考察を並べてみた。

１．本研究の視座と論究について

本研究は，明治後期に，滋賀県彦根市において創

始された泳法の一流派，‘踏海流，に関する調査研

究である。

現在，我が国に伝承する泳法の流派としては，財

団法人日本水泳連盟が承認する‘日本泳法，十二流

派注')がある。

文献に依ると，この現存十二流派以外に，明治後

期～大正中期にかけて創始・派生した流派が，いく

つかあったことが窺われる｡注2)21)しかし，この期に，

新たに創始された流派は，結果的に創始．派生から

消滅するという経過を，いずれもが辿っているよう

である。

これらの流派の創始から消滅への過程を明らかに

することは，我が国の泳法流派史を究明していく上

の課題の一つであり，今日の泳法流派を考究してい

く上でも手掛かりとなり得る面を有している。この

各々の流派について，現在までに，詳しい実態調査

を行った研究は，未だ見当たらない。

踏海流については，手持ち文献５点20)21)24)25)51)に見

ることができたが，記述内容としては，その存在と

些かの紹介記述を見る程度であった。

この中にあって，石川芳雄箸『日本水泳史』２１)の

記述が，他の記述のすべての内容を含んでいるので

取り上げると，「第三編水泳流派史…(略)…第六章

雑流一束…(略)…第二節其他雑流.P.(略)…五踏

海流大正初期踏海流創始の発表ありしもあらた宣

言のみに終わる。（オヨギの史的研究）明治三十五

年（一九○二）秋吉基治著踏海流勝泳術教科書京都

にて出版きる。六淡海流明治三十三年頃（一九
ママ

○○）京都の人有吉某近江彦根にて開始したり。

(オヨギの史的研究）著者琵琶湖水泳史調査の際各

方面聞合せたるも不明」（PP-348-349，傍線筆者，

尚淡海流については踏海流と関わるものと判断し

て取り上げた｡）とあった。

この記述は，大正15年，加藤石雄によって書き箸

わきれた『オヨギ三昧第壹輯［オヨギの史的研

究]』24)の記述に，先ず基づき，それに他の水泳書の

水泳書名目録注3)注20)にあった明治35年出版の秋吉基

２
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･創始者秋吉基治について

.『踏海流瀧泳術教科書』について

･彦根尋常高等小学校の水泳指導(水泳教授)から

そして，最後に，情報から得られた手掛かりと課

題について等のまとめを試みた。

表１秋吉基治の職歴・水泳関係歴等に関する一覧表（※年次において，明＝明治，大＝大正）

３

年月日 職歴関係 水
、、

ijk 歴関係 備考

安政5.3.13.

明治初年

明９．８．１１．

明10.3.23．

明11.12.31．

明１３．５．１．

明14.8.25．

明１６．８．７．

明19.2.15．

明１９．６．１４．

明１９．７．１．

明21.1.21．

明21.4.14．

明２２．６．３．

明２３．３．４．

明24.12.10．

明２８．４．１．

明28.10.21．

明２９．４．４．

明３０．

明３１．１０．１．

明３２．９．

明３３．

明３４．９．１４．

明３５．９．

明３６．

明３７．

明３８．

明３９．８．３１．

明４０．

明４１．１．２４．

明４４．７．

大４．７．１７．

大７．

大ｌＬ2.15.

陸軍教導団歩兵科卒業(任陸軍伍長

東京鎮台府）

鹿児島出征中被任陸軍軍曹

勲七等に叙す

以後七か月間戸山陸軍学校に入学

東京鎮台府から近衛付となる

常備満期精勤認書付与される

体操伝習所入学

同上卒業

任第一高等中学校助教諭

同上非職となる

任第五高等学校助教諭

体操科の免許状を受ける

任熊本県師範学校助教諭兼舎監

任第五高等中学校助教諭

同上依願本官免

任奈良県尋常師範学校助教諭兼舎監

任大阪府第二尋常中学校助教諭兼舎監

(夏水泳掛）

任香川県高松尋常中学校助教諭(別に

習字担当）

任京都府立第一中学校助教諭兼舎監

任第三高等学校嘱託教員

京都府立第一中学校退職

第三高等学校依願解任

注5）

34）

注6）

34）

京都市立記念動物園書記として就職

(同年９月９日退職）
35）

熊本で小堀流を学ぶ

夏

夏

， 大阪府第二尋常中学校水泳術監督

教師士橋某に就き能島流を研究す

夏，茨城人山内之徳に就き水府流を研

究する

夏，滋賀県犬上郡彦根尋常高等小学校

嘱託水泳教師

『帝国遊泳術示教』出版(８月発行）
1）

夏，）11村多実二に就き神伝流の説明を

受ける

夏，彦根中学校嘱託水泳教師

『踏海流瀞泳術教科書』出版(上巻６月，

下巻７月に発行）

７月 ，

2）

第三高等学校有志生徒に水泳術

講習(於堺大浜）

夏

師

， 彦根西尋常高等小学校嘱託水泳教

京都府師範学校の水泳術嘱託教授
37）

熊本県で出生

20歳

25歳

30歳

(｢能島流は，観海流と同

技なり」と履歴書に記載）

40歳

京都市上京区に住む

45歳

50歳

住居京都府葛野郡

住居京都市北区

京都市北区長男宅で死去

(満63歳）
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秋吉が体操教員として最初に赴任したのは，第一

高等中学校であった。その後，体操教員として熊本

・奈良・大阪・香川の学校で教鞭を執っている。そ

して，明治32年９月京都府第一中学校助教諭兼舎監

に着任する。

ところが，その後，この秋吉が，明治34年９月に

第三高等学校の体操嘱託教員として任用されるにあ

たって第三高等学校と京都府知事との間で交わされ

た明治34年９月９日付けの照明文書注5)に「組織上今

回休職ヲ命シ候二付休職ノ仮嘱託教員二御採用」と，

秋吉がこの当時，京都府第一中学校より休職命令を

受けていたことが判明してきた。しかし，秋吉が何

時組織上休職を命じられたのか，具体的にはどのよ

うな理由であったのかなどは，現在不詳である。

明治34年９月に第三高等学校の体操嘱託教員とな

り，翌明治35年９月に京都府第一中学校を退職，明

治39年８月には第三高等学校も依願解任となり，満

48歳で体操教員としての生活を終えている。

その後，明治41年１月より，短期間ながら京都市

立の動物園で書記を勤めたことが，分かっている。

それ以降の職歴等は不明であるが，大正11年２月京

都市北区で63歳の生涯を閉じている。

現在，京都市北区に在住で秋吉基治の孫（長男の

二女）にあたる方の証言注，)では，「(秋吉基治は）多

彩多芸な人物であったが，短気で，正義感の強い人

物であった｡」（括弧内筆者）とのことである。この

ことは，前述の秋吉の職種の選択や京都での職歴が，

それを表していると言ってもよいであろう。

２．水泳修得歴及び指導歴

水泳歴関係では，泳法習得歴と指導歴に分けて取

り上げることが必要と考える。

先ず，泳法習得歴では，少年期に出生地熊本で１０

歳の頃より小堀流踏水術注'0）（小堀水翁の時代）を

学んだことからはじまっている。その後，明治30年

に大阪で能島流注､)を土橋某に学び，明治32年には

香川で水府流注'2)を茨城人山内之徳に，明治36年に

は京都で神伝流注'3)を川村多実二に学ぶ機会があっ

たことが履歴書上から窺える。

従って，秋吉基治が学んだと思われる泳法流派は，

現存流派の４流派で，それに加えて履歴書に「能島

Ⅱ．創始者秋吉基治について

創始者秋吉基治の足跡を探ることは，秋吉がどの

ようにして踏海流を構築きせるに至ったのか，その

過程を究明する－手立てであり，踏海流の性格を手

繰っていく上での手掛かりも得られる可能性がある。

この足跡を辿ることの調査において，秋吉の著書

から，彼が第三高等学校教官であることと当時の住

居所在地が判明したことは，調査進展の手助けとな

った。

前頁の表１．は，秋吉基治の職歴・水泳歴等につ

いて，これまでに調査をして得られた情報を表とし

てまとめたものである。

表中の職歴については，秋吉基治が明治32年に京

都府立第一中学校の助教諭兼舎監に任用されるにあ

たって提出きれた履歴書36)から主に記載をした。水

泳歴関係については，明治44年に京都府師範学校の

生徒修学旅行（臨海示教）の水泳嘱託教授として秋

吉基治が任用されるにあたって提出された水泳に関

する履歴書37)を中心として記載をした。また，秋吉

基治の出生・没年や住居地域については，秋吉基治

の戸籍謄本注4)に基づいて記載をした。

尚，表中の上記以外の記載は，注釈及び文献記号

で根拠を示した。

表に基づいて，以下２項目をあげて，簡単なまと

めと考察を試みたい。

１．職業歴及び生没等について

秋吉基治は，安政５年（1858）３月13日熊本県飽

田郡横手村にて出生している｡注7）

秋吉の職歴を眺めてみると，１９歳の時，軍人とし

ての道を先ず歩みはじめ，そして，軍人として士官

への窓口である戸山陸軍学校に，明治13年５月（満

22歳）に入学している。

次に秋吉は，明治19年２月（満27歳)，体操伝習

所注8)に入学し，同年６月に同所を卒業をしてい

る｡45)これは，体操伝習所で兵式体操及び軽体操の

教員養成が明治18年１１月からはじまり，それに陸軍

下士・上等兵からの要員募集39)があり，これに秋吉

が応じたものではないかと考える。これによって，

秋吉は以後，体操教員の道を歩むことになる。

４
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流は観海流と同技なり｣37)とある観海流注'4)も見識の

中にあったことを示していると考える。秋吉におけ

るこの４流派の学びを彼の職歴・水泳関係歴・著述

文から考えるならば，少年期の小堀流が長期間の学

習であり彼の水泳能力の基礎をつくり，他の３流派

は説明を受る程度か短期間泳法指導を受けたという

浅い学びながら能力の幅を広げたと考える。

次に，水泳指導歴について見ると，明治29年の大

阪府第二尋常中学校注'5)の水泳術監督となったこと

が，秋吉における学校での水泳指導の最初であろう。

その後は，明治33年夏期の犬上郡彦根尋常高等小学

校注'６)の水泳嘱託教師，明治37年夏期より彦根中学

校注'7)の水泳嘱託教師，明治40年夏期より彦根西尋

常高等小学校注'8)の水泳嘱託教師，明治44年に京都

府師範学校注'9)の水泳嘱託教授となったことを履歴

書に見ることができた。

この中の，明治37年夏期，彦根中学校水泳嘱託教

師となったことに関しては，第三高等学校関係の資

料において，明治39年７月14日付の滋賀県知事から

第三高等学校長宛に出された滋賀県立第一中学校

(彦根中学校）水泳嘱託教師として秋吉基治を任用

したいとの照会文書注6)が残っている。その文面は

｢貴校体操科教務嘱託員秋吉基治，来八月一日ヨリ

向三週間本県々立第一中学校水泳教師嘱託致度候処

御差支無ク哉至急御回答煩シ度候」とある。恐らく，

明治37年より彦根中学校の水泳指導に携わっていた

と考えられるが，この照会文書以降同校の正式な水

泳嘱託教員に任用きれた可能性があると考える。

これらの水泳指導歴を見るかぎりにおいて，秋吉

による彦根市内の学校を対象とした水泳指導は，１０

年を越えるものであり，秋吉の水泳指導法や理念を

熟成させていくための土台となっていったと見るこ

とができるであろう。

鰯懇蠕欝榊､露ii議、

図１．『踏海瀞泳術教科書』上巻表紙

（国立国会図書館蔵本複写）

この『踏海流瀞泳術教科書』の上巻においては，

泳法の解説が中心となり，下巻においては泳法の特

色と意味・使用筋肉部位など解説的な内容となって

いる。同書上巻凡例において「(略）上巻ニハ専技

術二関スルコトヲ解説シテ生徒述用二供シ下巻ニハ

大体二要スルコトヲ論述シテ教育者ノ用二供シタ

リ」と，上・下巻の読者対象者の区別をしている。

明治後期．大正中期に出没してきた新泳法流派に

おいて，踏海流以外に流名を掲げての著書は現在見

当たらなく，また’上・下巻の分冊形態もこの時期

にはない｡27)29)尚，現在，『踏海流瀞泳術教科書』（上

・下巻）を所蔵する図書館は，手元資料27)に依ると，
大阪府立中之島図書館（旧大阪府立図書館）及び国

立国会図書館のみである。また，同書の発行年を誤

って記載の図書目録が５点注２０)あることを付記して

おきたい。

秋吉は，この著書以前において，明治35年８月１
ママ

日に『帝国遊泳術示教（AGuideForSwimming)』,）
を刊行している。この『帝国遊泳術示教』と『踏海

Ⅲ、秋吉基治著『踏海流瀦泳術教科書』について

秋吉基治は，明治38年に『踏海流瀧泳術教科書』

(上．下巻)2)を著している。この『踏海流瀞泳術教

科書』は，Ｂ7版，上巻本文（図44枚込)60ページ，

下巻本文74ページ．付解剖図等１０ページのものであ

った。（図１参照）

５
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流瀧泳術教科書』とを比べてみると，後者は前者を

元として，内容を吟味し，再構成部分・重複部分を

織り混ぜながら，膨らませたものであることがはっ

きりと分かるものであった。踏海流を解明していく

上では，『帝国遊泳術示教』も検討しておく必要が

あるが，ここでは研究課題にしたがって，‘踏海

流，の標題を掲げている後者『踏海流瀧泳術教科

書』のみを取りあげることにした。

この著書は，踏海流の実相を示す一形態と考えら

れるが，実態を明らかとするに足りる記録や資料が

揃わない現在のままでは，あくまで踏海流の実相を

知る手掛かりを得るための－資料にすぎない。但し，

同書は，現段階では一資料ながら，その著述内容に

おいて，実相と深く関わっている可能性を否定する

ことはできない。

そこで，著述から‘踏海流’との関連性が考えら

れる事柄を拾い上げてみた。（尚，引用本文の傍線

は筆者）

１．踏海流を創始した理由，本書を著した目的

上・下巻緒言の中にそれを見ることができた。

上巻では「……本流ハ時勢二鑑ミ学理ヲ応用シ単

基本勝４つにおいて見られた。

「第一章基本瀞第一教（平身勝）本平勝此

ノ勝ハ伊勢ノ観海流ノ特色勝ナリ…(略)…第二教

(立足勝）本立瀞此ノ勝ハ熊本踏水流ノ立瀞ニシテ

…(略)…第三教（横身勝）本横溝此ノ勝ハ東西両

地方ノ伸勝ヲ折衷シタルモノニシテ…(略)…第四教

(抜手瀞）本抜瀞此ノ瀞ハ熊本踏水流ノ勝ニシテ

単二抜ト称スルモノナリ…(略)…｡」（Pp､2-10.）

と４基本勝の中の３つに，小堀流または観海流が見

られた。

２点目は，第八章の諸流派と泳法を纏めた一覧表

(pp､66）に見られた。尚，次の一覧表において，

便宜上，－部流派名の省略と矢印や括弧の形状を変

形させて示した。

…E鰻ｌ１ｎ
ここにおいても，明らかに観海流と小堀流とを中

心にしていることが窺える。

以上２点から，‘踏海流,の名称が，小堀流踏水

術の「踏」と観海流の「海」とを合わせたものであ

ることが推測できる。尚，日本勝泳術の表の中で，

通常勝に「中間瀞」という表現のあることが特色的

で，当時の他の水泳書には見られない特色である。

３．体操教員の立場からの生理学（解剖学的）・

保健衛生的内容

下巻の中で，各泳法の解説の後に泳法上の使用筋

肉を記述したり付録で人体解剖図を取り上げている。

これらの知識は，下巻凡例において「……一筋ノ作

ヲ捨テ長ヲ採り各流ヲ折衷シテ別二一派ヲ作ス名ケ

テ踏海流ト云う｡」とあり，下巻では「勝泳ノ術ハ

－ノ遊戯ニアラズシテ知徳体ノ三育成法タリ，

海国ノ男児軍人諸彦モ亦此ノ技ヲ学バズンバアルベ

カラズ……今男子ノ為メニ此ノ書ヲ箸ハスニ當リテ
ー

女子二必要ナルコトヲモ併セテ記述セリ読者幸二之

ヲ諒セヨ｡」とある。

まず，踏海流は時勢と各流を折衷しての創始であ

ったことが窺える。また，勝泳を「知徳体ノ三育成

法｣注211と捉えていることや，男子軍人・男子・女子

に必要であると述べているが，これは，軍人を経て

教員となった秋吉基治の教育観の－面からの表現と

受け取れる。

２．小堀流踏水術と観海流を重視（以下，文中の

踏水流は小堀流踏水術と考える｡）

下巻の中において，踏海流が小堀流踏水術と観海

流を重視していると思われる以下２点を窺うことが

できた。

１点目は，同流基本泳法について示した第一章の

用ト救急法トハニ三ノ専門家二就イテ教ヲ受ケタレ

ドモ其ノ治療法二至リテハ各意見ヲ異ニスルモノア

ルガ如シ，故二今述ブル所ノモノハ概略ヲ示シタル

ニ過ギザルヲ以テ尚ホ委シキコトハ便宜医師二就キ

テ研究アルベシ｡」と，専門家（医師等）の指導を

受けたことが示されていた。

このことは，これまでの泳法流派の泳法指導に近

代的な学識を導入しようとしている点で注目に値す

６
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図２『踏海遊泳術教科書』上巻添付遊泳場写真

方法に関わる事柄を見ることができる。

その「第一教準備法」では，「場所ノ選定」に

はじまり，講習上用意すべき用具・用品など十一項

目が示きれている。「第二教管理法」では，「生徒

心得書ノ事」にはじまり，生徒の取扱・監視に関わ

ること・人員確認のこと・助教制度・救急法につい

てのことなど八項目示きれている。「第三教教授

法」においては，初心者から人数・場所・対象・教

授順序など七項目が示されている。「第四教試験

法」では，各種試験方法（段位試験法も有り）・遠

泳と泳力・競技会・授与式など七項目が示されてい

る。

これらの内容から，踏海流，即ち，秋吉基治の経

験に基づいた水泳講習に関する姿勢や考え方がここ

に示されていると見てよいであろう。

７．踏海流の進級過程

上巻末に「踏海流瀧泳術普通科等級表」がある。

５級にはじまり１級，そして卒業までで帽子の色

と男・女の各進級試験合格内容（距離と泳法）が示

ろところであり，秋吉基治が体操教員である専門家

の立場から水泳を捉えようとしていたことの現れと

考えたい｡注26）

４．実践的で多彩な泳法内容

踏海流における，基本勝は前述２．の中で示した

通り４つ（平身勝・立足勝・横身瀞・抜手瀞）であ

るが，それぞれの勝法において諸流派の泳法を応用

として盛り込み，多彩なものにしている。加えて，

上・下巻第四章に示された「特別勝」（例，救助勝）

や下巻第五巻の「参考瀞」（例，武術勝）などは，

実践的な泳法を取り入れ応用力（実用性）を念頭に

おいた内容であることを窺い知ることができる。

５．踏海流練習場写真

上巻に「本流彦根勝泳場之真景」と題する講習風

景注271の写真が添付きれていた。（図２参照）当時の

踏海流の講習場状況を知る上で，貴重な手掛かりと

いえるであろう。

６．踏海流の講習法に関与する内容

下巻第六章「実施四則」（pp､38-54)では，講習

７
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与式記録』（以下『記録』と略す)注28)並びに『日誌』

の中において，見い出すことができた。この記録は，

秋吉自身が行った水泳指導を示す直接的な記録であ

り，踏海流の実態に関わる重要な手掛かりを持つも

のと考えられる。

ただし，この記録は毎年欠けずに残っている訳で

はなく，記録の残っていない年度もあり，『記録』

と『日誌』を合わせることが必要なものであった。

２件目は，明治31年から明治39まで彦根尋常高等

小学校で訓導の職注29)にあった北村寿四郎注30)に依る

『近江実業新報』注31)に掲載された新聞記事で，同校

及び彦根市内学校での秋吉基治の水泳指導及び踏海

流について触れた新聞記事であった。

それは，彦根市立図書館所蔵の北村寿四郎に依る

新聞記事の切抜を綴った，『彦根暦日史』注32）（25琵

琶湖の水泳，以下『暦日史』と略す）と『新聞切抜

帖』注33）（｢彦根温古録｣，137.l38彦根尋常高等小学

校の水泳教授，以下『切抜帖』と略す）であった。

これらは，北村が彦根尋常高等小学校の訓導であっ

た当時の同校水泳指導を，直接見聞きした記憶から

記述されたもので貴重ではあるが，後年の記憶によ

る記述であることから誤りが無いとは言い切れない

点がある。

そこで，ここでは，彦根尋常高等小学校の『記

録』と『日誌』から，秋吉の同校での水泳指導及び

踏海流に関わる手掛かりを取り上げながら，北村の

新聞記事を必要に応じて照らし合わせる形式でまと

めてみた。

１．水泳術教授の開始と秋吉の招聰

明治34年３月の『記録』7)中，「明治33年度一学年

間報告（明治34年３月29日卒業式場報告)」におい

て次のような記述が見られた。
ママ

「水泳本校高等科男生二水泳術ヲ教授センタメ

ニ七月十一日訓導池内徳蔵外五名ヲ委員トシテ水泳

規則ヲ起草シナホ水泳術課程大要及水泳心得ヲ制定

セリ水泳教師トシテ京都府第一中学校助教諭秋吉基
ママ

次君及公鎮君父子ヲ聰シ八月一日水泳始業式ヲ挙行

シ二日予定ノ如ク午後一時ヨリ長曽根港波止場内本

校水泳場ニテ高等三，四年ノ水泳教授ヲ開始シ猶有

志者ノ教授ヲモ許可セリ…(略)…該術ハ本年始メテ

されている。この試験内容から，観海流（距離）と

小堀流踏水術（泳法）の特徴を重視していると見る

こともできるであろう。

８．蹟海流の段位と門下生

この踏海流に段位試験法があることは前述６．の

中で触れたが，上巻末の広告に「瀞泳教師招聰望ミ

ノ向へハ初段以上ノ中ヨリ適任者ヲ選抜シテ差向ケ

申ス……」とあり，卒業の上に初段以上を得ている

者のあることが示唆されていた。また，下巻第八章

｢第三教瀞泳逸話」において「村瀬貞太郎江州

彦根ノ士，現時海軍中尉タリ，……本流創設以来門

下生ニシテ奥義ヲ実地二試ミシモノ貞太郎ヲ以テ塙

矢トスレバナリ｡」（pp70-72）と，優れた門下生

のいたことを紹介している。

この２件のことから，この著書が出る以前におい

てもう既に，踏海流が流派としての活動を開始して

きたことを示しているかの表現記述であるが，実状

は不明である。

以上，この『路海流瀧泳術教科書』から得られた

`情報において，著書を著した理由及び踏海流と命名

した理由については，示した通りであろう。この著

述の内容について，前述の秋吉基治の足跡から判断

するならば，軍人・体操教員として培ってきた態度

や知識，複数流派の泳法を習得してきた経験，彦根

市内学校での水泳指導経験などの総てが，活かされ

ていることが分かる。しかし，この著述を以て踏海

流の泳法・流儀を語ることは難しい。何故ならば，

実際の講習内容と一致するものかどうかが未だ不明

だからである。

Ⅳ、秋吉基治による彦根尋常高等小学校での水泳指

導

先の表ｌで示したように秋吉は，彦根市内の学校

関係で水泳指導を行ってきた。

この水泳指導に関わっては，２件の情報を得るこ

とができた。

１件目は，成宮42)に依る研究から，この中の彦根尋

常高等小学校（現，彦根市立城東小学校）で秋吉も

関わった水泳授業の記録が部分的に残きれているこ

とが判明した。その記録とは，同校の『卒業証書授

８
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の『日誌』'9)を見ると「七月十六日水泳講師小

田訓導病気二付山本川瀬両訓導二依嘱ス」と秋吉以

外の人物に水泳指導の講師依頼がされている。また，
ママ

北村の「切抜帖』（138）でも「琵琶i胡水泳に踏水術

を創始した秋吉基治氏は明治四十三四年まで十一二

年間老体で其労を取られた」との記述が見られた。

この明治44年に京都府師範学校水泳嘱託教師とな

ったこと，明治45年の『日誌』記録，北村の『切抜

帖』，これら３件から判断するならば，秋吉による

彦根市内での学校水泳指導は，明治43年までで終わ

ったと言えよう。

３．水泳教授期間

『記録』及び『日誌』に書かれた記録から，具体

的な水泳指導（教授）期間を見ることができた。

明治33年：８月１日－９月２日，明治34年：７月

26日－８月24日，明治：３６年８月１日－８月26日，

明治37年：８月１日－８月24日，明治38年：８月１

日－８月24日，明治39年：８月１日～８月24日，明

治40年：７月22日－８月10日，明治43年：７月19日

－８月９日，明治44年：７月22日－９月２日，明治

45年（大正元年）７月15日～７月30日・８月22日～

８月30日．（※期間中に開始式・証書授与式を含む）

以上であるが，必ずしも夏期休業期間とは限らな

い年度もある。

前述秋吉の水泳指導歴で取り上げた，明治39年滋

賀県立第一中学校（彦根中学）の嘱託水泳教師とし

て第三高等学校教員秋吉基治を任用したいとの照会

文書注6)では，滋賀県立第一中学校の水泳指導期間は

同年８月１日から向こう３週間で，同年はほぼ同一

期間に水泳指導があった。このことから考えるなら

ば，長曽根波止場において，秋吉が，２校合同で掛

け持ち状態の指導を行った可能性がある。

『記録』・『日誌』から，この教授期間において毎

年同じ日程・内容ではないが，凡そ初日開始式，最

終日競技会と試験，後に証書授与式を行うことが恒

例であった。

４．指導（教授）対象

高等科男子児童を対象として始めたことは，明治
ママ

34年３月の『記録』に「本校高等科男生二水泳術ヲ

教授センタメニ…(略)…長曽根港波止場内本校水泳

課シタルモノニシテ…(略)…」

前年の明治32年から水泳教授がなきれた記録が

『記録』6)にあるが，成宮の研究42)にも「明治32年

(1899）に行われた水泳の教授は，試験的に行いそ

の有効`性の確認のみで，本格的に教授を行ったのは

翌年の明治33年からであったと考えられる｡」

(p､33）と，実質的な同校の水泳教授（授業）は明

治33年よりであったことが記述文面から言明できる。

また，秋吉を招聰しているが，学校側が先に水泳

教授に関する水泳規則・水泳術課程大要・水泳心得

を草案している。つまり，学校側が指導体制を整え

た上で，秋吉父子を招聰したことが考えられる。

さらに，文中に「秋吉基次」とあるのは，前後の

記述から見て「基治」の誤記であろう。

北村の『暦日史』から，明治33年８月同校校長勅

使河原博氏が独自の判断で水泳指導を計画したこと

が窺えるが，どのようにして秋吉基治を知り嘱託を

依頼することになったのかは不詳である。

２．秋吉の彦根滞在と指導最終年次

明治33年に秋吉が招聰きれたことについては前述

１．で取りあげたが，秋吉が実際に同校の水泳指導

を行い，同校を訪問したことを示す記録が見られた。

明治36年「水泳…(略)…本年度ノ卒業試泳ハ八月

二十六日…(略)…同日六時三十分若山校

長秋吉両教師｣，)．「七月三十一日水泳講

師秋吉父子午後五時過来着｣'6）

明治37年「…(略)…八月二十日…(略)…若山校長

秋吉両教師｣'0）

明治39年「八月二十四日水泳教師講師秋吉基
１７）

１台午后四時出立セラノレ」

明治43年「七月二十日水泳教師秋吉基治来校｣'8）

「七月二十六日来校秋吉基治君｣'8）

以上であるが，水泳教授期間中，秋吉は彦根市に

滞在して指導を行い，学校とも綿密な連絡をとって

いたことが窺える。

なお，前述の水泳指導歴の処で触れたように，明

治44年には７月25日から１２日間京都府師範学校の水

泳嘱託教師注34)となっている。従って，このために

彦根市内の学校水泳教授を断り，この年度は彦根市

に来ていないことが考えられる。さらに，明治45年
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場ニテ高等三，四年ノ水泳教授ヲ開始シ猶有志ノ教

授モ許可セリ」とある。

水泳の開始適正年齢を考慮しての判断なのかもし

れないが，高等科男子３．４年生を対象として行わ

れたことが明らかである。その後も，高等科男子に

課し，明治37年よりは「女子部水泳本学年度ハ高等
ママ

科女生ワシテ水泳術ヲ習ハシメンガ為メニ志望者ヲ

募集セシニ…(略)…｣'0)と女子の水泳指導が有志を

募集する任意の形式で開始されている。

この女子の水泳指導について北村の『切抜帖』に

｢私は女子が小舟に乗って恐がり又船に酔う恐れが

あるから水に親む必要を感じ女生徒の水泳を首唱し

出ていることが分かる。

女子においては，第５級泳ぎ得る者，第４級10間，

第３級３町，までは記録上はっきりと明記きれてい

るが’第２級・第１級（卒業）に関しては基準がは

っきりと分からない。

つまり，女子における卒業者は，記録上，判然と

していない。

なお，この進級基準を『路海流瀧泳術教科書』上

巻の「踏海流瀞泳術普通科等級表」と対比してみる

と，男子における各級の距離が同じであるが，路海

流では単に泳いだ距離のみではなく，基本勝の泳法

能力も問われるようである。女子の場合もほぼ同じ

であるが，記録からは判然としないので対比しての

論述は避けたい。

ともかく，このように距離を泳ぐことを進級基準

としていたことは，目標がはっきりとしていること

から，学ぶ者の励みとなったことは想像に難くない。

６．『踏海流瀞泳術教科書』の寄贈

明治38年度の『記録』u)に，「寄贈書籍及物品」の

記録があるが，その中に「勝泳術教科書上下二冊

(二十五銭）秋吉基治」とある。

これは，『踏海流瀧泳術教科書』であることは，

間違いないであろう。そして，明治38年に出版をし

た，秋吉自身によって寄贈されたものであろう。し

かしながら，同校の記録上においてこの著書の記述

は‘踏海流’の名が，省略されている。

同時に，『記録』及び『日誌』において，一度も

‘踏海流，の名前は見られなかった。

このことは，考え方によっては，彦根尋常高等小

学校での水泳指導が学校側の教育理念に基づき，秋

吉基治はただその実技担当の者というだけで，踏海

流ということを明言する必要,性が小苔かつたのでは

ないかと思われる。しかし，ともあれ，秋吉基治に

とって彦根尋常高等小学校での水泳指導（教授）は，

彼の水泳指導の方法．理念を構築させる上で有用な

働きをしたことは間違いないと言える。

て明治37年より高等科女生にも教授することになっ

た｡」（137,傍線筆者）・「高等科女子に水泳を教授

することも彦根が最初であった。其方法は秋吉氏と

相談の上であったが進歩が遅々たるもので遺'憾に恩

った゜それは初心者を教授する方法が少しまづかつ

たからである。明治38年に渥美元次郎君から四国の

某高等女学校の水泳教授の方法と進歩状況を書いた

雑誌を送られて成程迩だと思った｡」（138,傍線筆

者）とあった。

この記事から，北村が提唱して始まったこと，女

子の指導において当初指導方法が上手くいかずに他

の教授法を参考にしたことが窺えるが，留意してお

くべき点である。

５．水泳教授の成果

明治33年に学校側が草案した水泳規則などにおい

て，水泳教授での進級基準が設けられている。

この基準では，第５級初歩・第４級１町以上・第

３級５町以上・第２級１０町以上・第１級20町以上で，

１級を卒業としていた。なお，それぞれの級の距離

を泳げた者に対しては進級証書を，1級を泳ぎ終え

た者に対しては卒業証書が，最終日或るいは後日に

行われた証書授与式にておいて手渡されている。

各年度の記録による卒業者数は，明治33年０名，

明治34年（第１級）１６名，明治36年22名，明治37年

26名，明治38年15名，明治40年26名，明治43年29名，

明治44年22名，明治45年19名であった。（明治45年

は『日誌』]，)，他は『記録』7)8),)'0)'1)'2113)'４)より）

記録からは，毎年，凡そ一定した人数の卒業生が

Ｖ、まとめ

秋吉基治は，軍人から体操教員の道を選んだこと

が，少年期に学び自信のあった水泳を活かすことに
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よりの観海流に対する見識に加えて，職歴にある京

都府立第一中学校に秋吉基治が赴任した当時（明治

32年）既に同校が観海流の練習（泗水練習)33)40)を行

っていたことの影響が考えられるであろう。

この踏海流の創始と，彦根尋常高等小学校の水泳

指導との関わりは大きいと思えるのであるが，記録

を見るかぎり流名は一度も出てこない。その意味で

は，踏海流と明言しての指導は，学校水泳で卒業試

験に合格した者のみを対象としていたり，人から尋

ねられた時に‘踏海流,と名乗るか，著書において

のみ知られていた可能性もある。これは，秋吉自身

においては学校水泳指導を通じて踏海流の流派創始

にまで至らせたが，実情としては学校側の主導的な

水泳授業であったことが推測できる。

秋吉基治による彦根市内の学校での水泳指導は，

前述したように，彦根尋常高等小学校の『日誌』'9）

などから，明治44年に京都府師範学校の嘱託水泳教

授（同年のみ)４０)となったことで，終止符が打たれ

たと考える。

また，その後，秋吉自身及び踏海流瀞泳術を学び

修得した者が，踏海流を継続・継承した形跡は今の

処ない。この事が，そのまま消滅を意味するのであ

れば，泳法流派が大正期に競泳としての近代泳法の

台頭によって衰微したり消滅していった例2)とは違

った要因による消滅と言えるであろう。

本調査研究の現段階までで，創始者秋吉基治の足

跡については，その多くを実証することができた。

しかし，未だ踏海流の実態については，外側から覗

き見し，それが如何様なものであるのか，部分的で

一方向的な，几その見当をつける程度までの進展で

しかない。それ故，収集した情報資料に対して推測

的で深い考察や解釈・判断にまで至れなかった箇所

もある。が，結果的には，踏海流の実態を垣間見た

程度ながら本論究全体の中から仮説を展開すること

が可能なレベルにまで達したと考える。

秋吉の履歴書から，彦根尋常高等小学校の他に彦

根中学校，彦根西尋常高等小学校，京都府師範学校

でも水泳を指導したことが判明しているが，それら

の具体的な記録は未だ見つかっていない。

今後，より踏海流の実相に迫れる研究へと，論究

なった。

そのことのはじめは，明治29年夏期に大坂府第二

尋常中学校の水泳掛かりとなったことである。秋吉

は，それを機に，かつて学んだ小堀流を基礎に複数

流派を学び，水泳指導に対する考えや方法を高める

努力をしていったようである。

そのような秋吉が，明治32年９月京都に赴任し，

明治33年夏期より彦根尋常高等小学校の水泳指導に

携わる機会を得た。

秋吉にとっては，このことが大きな刺激となり，

蓄積してきた想いもあったのであろうか，明治35年

『帝国遊泳術示教』を出版する。この出版には，当

時の‘海国日本，２６)の思想なども誘因として働いた

ことであろう。

この著書の出版後，明治36年には神伝流を学んだ

り，明治37年には彦根尋常高等小学校での指導が評

価きれたのか彦根中学校の水泳指導も行うことにな

る。

このような秋吉の状況において，石川21)が示した

ような新流派出現のことが耳に届くような時勢でも

あったことから，秋吉の中で新流派創始への意欲が

沸き立ってきたことであろう。

明治38年，遂に『踏海流勝泳術教科書』を秋吉基

治が著す。これは，『帝国遊泳術示教』を著した時

から秋吉の中で既に持っていた構想でもあったかも

しれないが，今回は表題から一流派創始宣言とも受

け取れる出版である。『踏海流瀞泳術教科書』を見

ると，彼の足跡が凝縮されているかのような豊富な

内容であり，,情熱の感じられるものであった。

秋吉基治の水泳指導理念においては，多彩な泳法

と長距離泳力を重視している。前出，北村の新聞記

事『切抜帖』に「秋吉氏は熊本人で踏水術の達人で

観海流にも通達し此二流を合して自ら踏海流といっ

て居られた｡」（137）とあるが，恐らく，多芸な小

堀流踏水術の「踏」と長距離泳力を重もんじる観海

流の「海」とを合わせた流派名であり，それを流派

上の特徴と考えたのであろう。

しかし，秋吉基治が観海流を学んだとは思えない。

秋吉の履歴書によると能島流を「観海流と同技な

り」37)としている。その意味で考えられるのは以前
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を進められればと考えている。 注13） 四国大洲で創始され，現在は岡山県．東京などで行わ

れている。斜体の煽足泳法に特徴がある。川村多実二

は，京都大学教員で神伝流代14代宗師川村良次郎二男。

三重県津市に伝承される泳法流派。長距離泳を特徴と

する。

現，大阪府立三国丘高等学校。

現，彦根市立城東小学校。

現，滋賀県立彦根東高等学校・

現，彦根市立城西小学校。

現，京都教育大学。

27)29)44)では，明治35年，３０)43)では，明治16年。

スペンサーの三育主義に由来するもの。『日本瀞泳

術』53)においても「淋泳術の必要」（pp7-8.）の中で，

‘徳育上の効果．精神の保養・体育上の効果,と三育

的な内容が示されている。

和歌山で発達した能島流に同じ。注'１）５１)参照。

和歌山で発達した小池流の一派。注'１）５１)参照。

和歌山で発達した流派。注,'）５１)参照。

和歌山で発達した流派。現岩倉流に同じだが同流派で

は，片方の足を煽る‘足巻泳,がある。

「体育．スポーツ書解題』27)の中で，明治37年に出版

された著書に「体操の於ける人体生理」（出版社京都，

p､337.）．「瀞泳術及漕艇術，衛生」（p･486.）の名前

がある。これらの影響もあったかもしれない。

長曽根波止場の風景と思われる。

各年度の「学年間事業報告」の中で，‘儀式挙行，や

‘水泳，の項を設けて記述されていた。

彦根市立城東小学校に保管されている昭和'4年に調査

したと思われる手書きの記録から。

32)に依ると彦根藩士の家に生まれ，明治１２年に彦根初

等師範学校を卒業し，小学校訓導及び校長となった後，

彦根町立図書館つとめる。歴史家としての研究著書多

数あり5）

3)に依ると明治37年８月15日創刊，大正15年９月廃刊。

大正９年・’０年の新聞切り抜き。

大正15年に連載された記事。

たまたま同年同校が嘱託した観海流指導者の不都合か

ら，この年度のみ急邉京都住の秋吉に依頼したものと

思われる｡36)40）

附記本研究において岡嶋一博氏，成宮宏俊氏の協

力を得た。ここに深謝したい。

また，本研究は，第115回京都体育学会で口

頭発表したものに，調査進展した内容を加え

て報告したものである。

注14）

１
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Ｊ
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１
１
１

５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
２
２

注
往
往
往
往
注
注

注記

注ｌ）向井流・水府流（上市・下市）・水府流太田派・神伝

流・観海流・野島流・岩倉流・小池流・水任流・小堀

流踏水術・山内流・神統流：財団法人日本水泳連盟主

催第40回日本泳法大会プログラム（1995)，ｐ､2.に拠

る。

注２）石川芳雄箸，『日本水泳史』2'）「……孔明，真蔭，司馬，

踏海，淡海，知多，千町等等の流名はいずれも明治三

十三年から（一九○○）から大正中葉までの間に起っ

たり消えたりしている。この時代は，流派泳法の争覇

時代であるから，流派を新しく立てることが流行した

ものと想像される｡」（p､352）

注３）日本水上競技連盟編，『日本水泳史料集成文献編』44）

（附録）本邦水泳書名表（附録ｐ､88）

注４）京都市上京区，下京区，北区の各区役所で「秋吉基

治」の戸籍謄本を入手した。

注５）京都大学第二任用掛保管の第三高等学校関係辞令等の

文書。

注６）京都大学教養部図書館内第三高等学校資料室保管『明

治39年文部省上申開申伺届書類』の上申文書。

注７）京都市下京区役所で入手した「秋吉基治」戸籍謄本よ

り。

注８）２３)に拠ると，明治１９年４月に廃止されている。

注９）秋吉基治は晩年，同居していた。今もこの方の家に

『親戚写真帳』が保管されている。

注１０）熊本県に伝承される泳法流派。踏み足を特徴とする。

注１１）和歌山で発達し，大阪を現在拠点としている。蛙足を

特徴とする。和歌山ではこの他に岩倉流，小池流があ

り。何れも蛙足を得意とし，紀州三派と呼ばれている。

土橋某については現在不詳。

注12）水戸で発達した泳ぎ，煽足を得意とする。茨城人山内

之徳については現在不詳。
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日本･英国･香港の大学生男女の

サッカーに対するイメージの計量的分析

`性別・経験別・国別による比較

中桐伸吾＊辻浅夫*＊

StatisticalAnalysisofthelmageofSoccerheldbyUniversityStudentsinJapan，

BritainandHongkong

－ＡＣomparisonofthedifferencesbySex,Experience,andNationality-

＊ ＊＊

ShingoNakagiriAsaoTsuji

Abstract

Comparativeanalysisontheimagetowardsocceramonguniversitystudents（maleandfemale）ｉｎJapan，

Lin，andHongkongwasconductedbymeansofSemanticDifferentialMethod、DifferencesoftheimageBritain，andHongkongwasconductedbymeansofSemanticDifferentialMethod、Differencesoftheimage

weremeasuｒｅｄｂｙｓｅｘ,experience,ａｎｄnationality，ａｎｄｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ：

l）Amongtheninefactorsabstractedbyfactoranalysisthefollowingarefoundtobemeaningful:`pleasure

andappreciation，，‘dynamism，，‘masculinity'，ａｎｄ‘hardness，、

2）Inordertolocatethedifferencesofimagebysex,experienceandnationality,three-factoranalysisof

varianceｗａｓcarriedoutbyusingfactorscores、Theresultshowsthatthesignificantdifferencewasack

nowledgedbetweenexperienceandnationalityonthe‘pleasureandappreciationTactor、Ｏｎｔｈｅｆａｃｔｏｒｓｏｆ

‘dynamism，ａｎｄ‘masculinity，,thedifferencebynationalitywassignificant､Ｏｎｔｈｅｆａｃｔｏｒ`hardness，,ｓｅｘａｎｄ

ｎａｔｉｏｎａｌｉｔｙｗｅｒｅｆｏｕｎｄｔｏｂｅsignificantelementsInconclusio、，ｉｔｃａｎｂｅｓａｉｄｔｈａｔｔｈｅｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｏｆ

nationalitygivesagreatdealofinfluenceindeterminingone，ｓｉｍａｇｅｏｎｓｏｃｃｅｒ，althoughhis/ｈｅｒｉｍａｇｅｃａｎ

ａｌｓｏｂｅｓｈａｐｅｄｐａｒｔｌｙｂysexandexperience．

＊大谷大学（０m"ｊＵ'mWSjty,KqWLma-Ktzm”sac"0,Ｋ1ｍ〃Kyoto）

＊＊京都外国語大学（KyotoＵ）,ｊ,ﾉeMyq/Ｆ０，℃'9〃Ｓｔ"djes,Ｓｑｊｊ加一KqsamechoUb〕′o紬,Kyoto）
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〈報告されているが，サッカーに対するイメージ研

究4)18)27)28)はあまり見られない。

そこで本研究では，サッカーの発祥の地である英

国と香港及び日本の大学生男女のサッカーに対する

イメージをＳＤ法を用いて調査し，因子分析により，

その因子構造を明らかにし，さらに，性別（大学生

男子と女子）・経験別（サッカーのクラブ経験の有

無）及び国別（日本・英国・香港）のサッカーのイ

メージを計量的に分析し，その差異を比較検討する

ことを目的とするものである。

I．はじめに

１６世紀の英国の教育者であるThomas,Elyot15)は，
サッカーを「フットボールをする時につきまとう暴

力ゆえに紳士には不向きなものである」とし，「獣

のようにすさまじく，猛烈に乱暴なるもの以外の何

ものでもない'1)」と酷評したが，近年，スポーツと

しての立場を確立したサッカーは，益々，その競技

人口を増大させている。

日本のサッカーにおいても，1993年より，Ｊリー

グ（プロサッカーリーグ）がスタートし，プロ野球

と人気を二分するほどの活況を呈している。また，

かつては，サッカーは男`性のスポーツとされていた

が，女子サッカーが誕生し，オリンピックの正式種

目に採用されるなど，男女を問わず，世界的な広が

りを見せている。

従来より，サッカーのスタイル（風土に根ざした

特徴）は，概ね，イングランド・スコットランド・

コンチネンタル（ヨーロッパ大陸）・ラテンの４類

型に分類きれている。これらのスタイルは，その国

の文化，風土，民族，国民'性等を背景として，形成

されていったと考えられる，)。今後，サッカーは，

さらに世界的な広がりを示すと共に，それぞれの国

で独自のサッカー・スタイルが形成されると考えら

れる。このように，国によってサッカーのスタイル

が異なることから，サッカーに対するイメージも国

によって異なるものと推測できる。

Bouldingl)は，「行動がイメージに依存している」
とし，「ある人の過去経験の総合的結果としてイメ

ージができあがる」と述べている。この説からも明

らかなように，人間はイメージによって行動してい

ると考えられる。そして，サッカーにおける行動も

イメージに大いに依存していると言える。

心理学において，言葉の概念を知る方法の一つに，

Osgoodら21)が開発したSe-manticDifferentialM
ethod（以下，ＳＤ法と呼ぶ）がある。このＳＤ法

は，意味論で言うところの内包的意味の内の情緒的

意味25)を知る方法であり，イメージの測定法として

広く知られているものである。このＳＤ法を用いて，

スポーツのイメージを調査した研究2)3)8)29)なども多

Ⅱ、研究方法

１．調査方法

イメージの測定法は，Osgoodらが開発したＳＤ

法を用いた。本調査で使用した両極性形容詞対（以

下，意味尺度と呼ぶ）は，中桐ら'9)が考案した28対

(７段階評定）の意味尺度を使用した。また，クラ

ブでサッカーを経験したことがあるかどうかも，併

せて調査した（以下，経験のある者を「経験有｣，

経験のない者を「経験無」と呼ぶ)。なお，英国及

び香港の調査用紙は各意味尺度を英語に翻訳したも

のを用いた。調査は集合調査で実施した。

２．調査対象者

調査対象者は，質問項目に完全回答した者を対象

とした。調査対象者数は，日本の３大学の男子学生

148名（経験有37名，経験無111名)，女子学生190名

(経験有８名，経験無182名)，英国の２大学の男子

学生58名（経験有32名，経験無26名)，女子学生３９

名（経験有４名，経験無35名)，香港の５大学の男

子学生182名（経験有85名，経験無97名)，女子学生

146名（経験有37名，経験無109名)，総計763名であ

る。

３．調査期日

調査は，日本の学生には1989年１月，英国の学生

には1991年１月，香港の学生には1992年４月に実施

した。

４．データ処理

それぞれの意味尺度は，「非常に」「かなり」「や

や」「どちらでもない」「やや」「かなり」「非常に」

の副詞による７段階評定とした。サッカーに対して
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比較的にポジティブな状態を表す形容詞を右側に，

ネガティブな状態を表す形容詞を左側に配列し，左

から順にｌから７までの数値を割り付け，統計処理

した｡13)M)26)30）

データの処理は次の手順に基づいて行った。

①意味尺度ごとに，その評定平均値（Ｍ）と標準偏

差（ＳＤ）を求めた。

②因子の抽出：調査対象者から得られた粗データに

よって，意味尺度間の相関行列を算出した。因子分

析は主因子法を用い，初期共通`性の推定値は重相関

係数の２乗で行った。因子の抽出は，累積寄与率が

60％を越える基準により求められた。さらに，因子

の解釈を容易にするために，カイザーのNormal

Varimax法による直交回転が施きれた。

③性別・経験別及び国別のサッカーのイメージの差

異を比較するために，抽出された各因子の因子得点

を用いて，性別（男子・女子）×経験別（経験有・

経験無）×国別（日本・英国・香港）の３要因分散

分析を行った。なお，３要因分散分析は，それぞれ

のデータ数が異なるため，非加重平均法を用い，被

検者間要因の３要因分散分析を行った｡'6）

④３要因分散分析の結果の事後処理として，ＬＳＤ

法による多重比較を行った。

⑤意味尺度の信頼性を見るために，クロンバツクの

α係数を求めた。

統計処理はパソコン（ＮＥＣＰＣ－９８０１ＦＳ）

を使用し，ＳＰＳＳ／ＰＣのプログラムにより行わ

れた。

抽出を行った。その結果，累積寄与率61.9％で９因

子が抽出された。表２は回転後の因子負荷行列を示

したものである。

表’でも明らかなように，多くの意味尺度におい

て分布に偏りが認められる。これは，ＳＤ法では概

念を選ぶとき，できるだけ評定の個人差が大きいも

のを選ぶことを基準23)としているのに対し，本研究

で取り上げたサッカーという概念には，あまり大き

な個人差が見られず，そのために分布に偏りが生じ

たものと考えられる。因子分析において，ｚ得点に

より，分布の偏りを是正し正規化する方法がある10)。

そこで，本研究では，ｃ得点（標準偏差が２，平均

を５)６１を用いて正規化し，因子分析を行うことによ

り，分布の偏りの影響を見た。その結果，累積寄与

率6'･9％で９因子が抽出きれ，表２と同じ結果を得

た。そのため,意味尺度の分布に偏りが認められる

が，表２の結果が妥当なものであると判断すること

ができた。因子の解釈及び命名に際しては，「因子

構造をきめるときには，できれば３個以上の変量が

一つの因子において高い負荷をしめすような変量と

因子の関係がのぞましいといわれている」（芝22)）

の考え方を基準とし，因子負荷量が0.40以上の意味

尺度３個以上を有する因子を取り上げ，解釈及び命

名が行われた。

第１因子は，「嫌いな￣好きな」「つまらない＿面

白い」「不快な＿快い」「苦しい＿楽しい」「下手な

￣上手な」「鈍い＿鋭い」の意味尺度に高い因子負

荷量が認められ，分散寄与率も22.0％と高い値を示

した。これらは，サッカーに対する快の感,情を表す

と共に，評価的な意味をも含むため，、快的．評価

'性」因子と命名された。

第Ⅱ因子は,「小さい－大きい」「おだやかな＿激

しい」「単純な＿複雑な」「静かな＿騒々しい」「安

全な￣危険な」の意味尺度に高い負荷量が認められ

た。これらは，サッカーが持つ激しくてダイナミッ

クな動きを表すと共に，危険性をも含むため，「力

動'性」因子と命名された。

第Ⅲ因子は，「女`性的な￣男性的な」「臆病な＿勇

敢な」「老いた－若い」「のろい＿機敏な」の意味尺

度に高い因子負荷量が認められた。これらは，男,性

Ⅲ、結果と考察

１．サッカーの因子構造

表１は日本・英国・香港の大学生男女の意味尺度

の評定平均値（Ｍ）と標準偏差（ＳＤ）を示したも

のである。

調査対象者全員のデータを主因子法により因子分

析し，日本・英国・香港の大学生男女がサッカーに

対してどの様なイメージ持っているかを分析した。

因子分析の結果，固有値1.00以上で７因子が抽出さ

れたが，累積寄与率は55.2％とやや低い値を示した

ため，累積寄与率が60.0％以上を基準として因子の

１７
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中桐・辻：日本･英国･香港の大学生男女のサッカーに対するイメージの計量的分析

表２．回転後の因子負荷行列

的で勇敢な若者を表すものと考えられるため，「男

`性的」因子と命名された。

第Ⅳ因子は，「かよわい－たくましい」「やさしい

－むずかしい」「浅い－深い」の意味尺度に高い負

荷量が認められた。これらは，必ずしも妥当とは言

えないが，困難な場面に対する精神的なたくましさ

を表すと解釈され，「困難'性」因子と命名された。

第Ｖ因子から第Ⅸ因子では，因子負荷量が0.40

以上の意味尺度が1個ないし２個のため，先の基準

において因子の命名を差し控えた。

なお，意味尺度の信頼'性を見るために，それぞれ

の因子ごとに因子負荷量が0.4以上の意味尺度につ

いて，クロンバックのα係数を算出した。その結果，

｢快的・評価`性」因子では0.73,「力動`性」因子では

0.70,「男性的」因子では0.66,「困難`性」因子では

0.64であり，「男`性的」因子及び「困難`性」因子の

1９

Ｆ１ ＦⅡ ＦⅢ ＦⅣ ＦＶ ＦⅥ ＦⅦ ＦⅧ ＦⅨ ｈ
２

28．嫌いな－好きな ､６７ ､０２ .２３ ､２３ .２０ ､０７ ､０８ ､０８ .０２ ､６１４

7．つまらない一面白い ､６０ ､１０ ､０８ .１５ ､３６ ､０７ －．０３ ､１２ －．１５ ､５７１

19．不‘決な－`決い .５８ ､０３ ､２４ .０７ .２１ .０１ .１８ －．０２ ､０８ ､４８３

15．苦しい－楽しい ､５２ －．０１ ､０４ ､００ .０１ －．０１ ､０１ －．０６ ､1６ ､３０５

12.下手な 上手な ､４４ ､1４ .１５ ､２０ ､０５ ､１５ ､1２ －．３３ .11 ､４３１

27．鈍い－鋭い ､４３ －．２０ －．０３ ､１５ －．０８ ､３３ ､1２ －．１９ ､１０ ､４２６

1．低い－高い .２７ －．０５ ､０７ .２６ ､２０ ､２１ ､１０ －．０２ ､１９ ､２８１

23．小さい一大きい ､０１ ､６７ ､２２ ､０２ ､０４ ､０３ ､０８ ､０９ －．０８ ､５２４

11．おだやかな－激しい ､０９ ､６０ ､２２ ､１３ ､０６ －．１０ ､１２ ､１１ －．１４ ､４８３

14．単純な 複雑な ､２２ ､４８ ､３２ ､１２ ､１１ ､２３ ､０７ .１７ ､０１ ､４９５

22．静かな－騒々しい －．０２ ､４６ ､０６ ､０５ －．０５ ､1１ ､０６ ､０１ －．０１ ､２３５

3．安全な 危険な －．１４ ､４３ .１３ .１０ ､０１ ､０４ －．０３ ､０４ －．３７ ､３７５

17．女`性的な一男`性的な .０９ ､２７ ､５５ ､１２ ､０２ ､２６ ､１２ ､１０ －．０６ ､４８８

20．臆病な 勇敢な ､２２ ､1３ .４７ ､１１ ､１５ .０８ .0６ ､１０ ､０１ .３３７

21．老いた－若い ､０５ ､２８ ､４６ －．０４ ､１９ －．１２ ､1２ －．０７ ､０６ .３６２

16.のろい－機敏な .２９ ､２４ ､４５ ､１８ ､１１ －．０１ ､１０ ､００ ､０５ ､４０２

6．弱い－強い ､２８ ､３２ ､３４ ､２０ ､１４ ､２８ ､1５ ､1４ ､０５ ､４７７

１３．かよわい－たくましい ､２３ ､0８ －．０１ ､６４ －．０１ ､１３ ､１０ －．０９ －．０１ ､５０４

26．やさしい－むずかしい ､０２ .1５ ､１５ ､５５ －．０４ －．０２ .０６ －．０４ ､０１ ､３６２

８．浅い－深い ､２３ ､０１ ､1４ ､５４ ､３４ ､１８ ､１４ ､１４ .０４ .５５５

2．汚い－きれいな ､１５ －．０７ ､１４ －．０３ ､６０ －．１３ ､１０ －．０１ ､１４ ､４５１

５．かっこ亜Ｊ１：△、い－かっこ良い ､３５ ､１９ ､２２ .１１ ､５６ －．０２ .０１ ､０１ －．１２ ､５４４

18．硬い－軟らかい －．０６ －．１５ －．０７ －．０９ ､１０ －．６０ －．０１ ､０７ .０８ ､４２２

25．狭い－広い ､０６ .２４ .３８ ､０７ ､１４ －．０６ ､５１ ､１５ －．０５ ､５１７

24．おとなしい－荒々しい ､０９ ､３２ ､１０ .０７ ､１７ .１４ ､４６ ､０２ ､1７ ､４１１

4．短い－長い .０６ ､０２ .０４ ､１０ －．０１ ､０１ ､３７ －．０８ －．０３ ､１６２

１０．細い－太い －．０５ ､２５ ､１４ －．０５ .０２ －．０６ －．０５ ､６２ －．０３ ､４７８

9．美しい－醜い ､３１ －．２６ ､１０ ､1２ .１０ －．１１ －．０４ －．０６ ､５０ ､４６５

固有値 6．１５ 3．０３ 1．７７ 1．２５ 1．２１ 1．０４ 1．０１ ､９４ ､９２

累積寄与率 2２．０ 3２．８ 39.1 4３．６ 4７．９ 5１．６ 5５．２ 5８．６ 6１．９
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α係数が多少低いが，ほぼ満足すべき水準に達して

いると判断できた。

サッカーの特性は，「運動量の多い，激しい身体

接触が許されている男性的なスポーツである」（氷

嶋正俊20)）と述べられているが，日本．英国．香港

の大学生男女のサッカーに対するイメージも同様で，

サッカーを力動的で男`性的なスポーツである捉えて

いることが分かる。また本研究において，「困難`性」

因子が抽出きれたが，森岡理右'7)はサッカーの特,性

を「ゴール・ポストの前でがんばるゴールキーパー

を除いては，他の選手はいっさい手を使わず，両足，

胸，頭を巧みに使ってポールを扱います。人間のか

らだの部分のうち，もっとも自由に使えない部分の

足を，まるで手のように使うのですから，サッカー

のおもしろさがわかろうというものです」と述べて

いる。このように，サッカーは身体の中で最も自由

に使うことのできない足を手のように使いこなすた

め，大変な困難（不自由さからの解放）を伴うスポ

ーツと言える。

スポーツは筋書きのないドラマだと言われる。人

はサッカーの持つダイナミックで男'性的な動きにス

リルとサスペンスを感じ，不自由さからの解放に喜

びを見いだし，巧みに足を操る光景に魅せられる。

その様な魅力が，サッカーを`快的で評価の高いスポ

ーツとさせ，その競技人口を拡大させると共に，熱

狂的なサポーターを生みだし，日本においても，Ｊ

リーグを誕生させるなどの世界的な広がりと興隆を

もたらしたのではないか。そして，激しくダイナミ

ックな動きを持ち，男`性のスポーツとされていたサ

ッカーが，女'性にも受け入れられ，女子サッカーの

誕生に至ったと推察される。

２．因子得点による性別・経験別・国別の比較

性別・経験別・国別でサッカーに対するイメージ

の差異を比較検討するために，第１因子から第Ⅳ因

子までの因子得点をもとに，２（男・女）×２（経

験有・経験無）×３（日本・英国・香港）の３要因

分散分析を行った。なお，意味尺度の分布に非正規

'性が認められるため，有意水準ｐ＜､01を「有意」

とし，有意水準を上げるように配慮した24)。表３は

'性別・経験別及び国別の因子得点の平均を表したも

のである。

表３．因子得点の平均

第１因子では，経験別×国別の１次の交互作用

(Ｆ＝-12.58.f＝2,751ｐ＜,01）に有意差が認

められた。ＬＳＤ法による多重比較を行った結果，

｢英国・経験無く日本・経験無」「英国・経験無く日

本・経験有」「英国・経験無く英国･経験有」「英国

・経験無く香港・経験無」「英国・経験無く香港・

経験有」「日本・経験無く日本・経験有」「日本・経

験無く英国・経験有」「日本・経験無く香港・経験

無」「日本・経験無く香港・経験有」「香港・経験無

く日本・経験有」「香港・経験無く香港・経験有」

｢英国・経験有く香港・経験有」に有意差が認めら

れた（ＭＳｅ＝.５６５％水準)。

第Ⅱ因子では，国別の主効果（Ｆ＝10.56ｄｆ＝

2,751Ｐ＜､01）にのみ有意差が認められた。ＬＳ

Ｄ法により多重比較を行った結果，「英国く香港」

｢英国く日本」「香港く日本」に有意差が認められた

(ＭＳｅ＝､６３５％水準)。

第Ⅲ因子では，国別の主効果（Ｆ＝54.03ｄｆ＝

2,751ｐ＜､01）にのみ有意差が認められた。ＬＳ

Ｄ法により多重比較を行った結果，「英国く香港」

｢英国く日本」「香港く日本」に有意差が認められた

(ＭＳｅ＝､３８５％水準)。

第Ⅳ因子では，‘性別×国別の１次の交互作用（Ｆ

＝6.55ｄｆ＝2,751Ｐ＜､01）に有意差が認められ

た。ＬＳＤ法による多重比較を行った結果，「英国

・男子く日本・男子」「英国・男子く日本・女子」

2０

経験有

日本 英国 香港

経験 無

日本 英国 香港

男
子

Ｆ１

ＦⅡ

ＦⅢ

ＦⅣ

､４７

､１２

.３３

､３５

､０８

－．４９

－．５９

－．３５

､７５

－．２７

－．１２

､４２

－．２０

､０２

､１２

－．０１

－．６０

－．６０

－１．０５

－．７９

､1９

.００

－．１２

､０７

女
子

Ｆ１

ＦⅡ

ＦⅢ

ＦⅣ

－．０９

､３０

､５２

－．４４

､３１

－．２５

－．４０

－．２６

､２８

－．１８

－．１６

､５３

－．３０

､２７

､４２

－．２５

－．５７

－．１６

－．５１

－．２９

－．０２

､０９

－．１２

､１７
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｢英国・男子く香港・男子」「英国・男子く香港．女

子」「英国・女子く日本．男子」「英国．女子く香港

，男子」「英国・女子く香港．男子」「日本．男子

く香港・女子」に有意差が認められた（ＭＳｅ＝

､５５５％水準)。

、快的・評価`性」因子において，「英国．経験無」

群は他の５群よりも，有意に低い値を示したが，そ

の原因としてフーリガンと階級`性を上げることがで

きる。英国のサッカーの観客動員数は年々減少傾向

にあると言われている'2)。観客の動員に影響をもた

らすものの１つに，英国で深刻な社会問題となって

いるフーリガンによる暴力事件を上げることができ

る。このフーリガンの存在がサッカーの快的．評価

』性を低めているものと推察される。また，英国では，

サッカーは労働者階級のスポーツであるとされてき

た5)。英国では，「大学の進学率は7％程度と低く，

なかでも労働階級の子供の進学率はざらに低い」

(木内信敬７１）と言われているように，英国の大学生

はエリート階級であると考えられる。そのため，サ

ッカーを，労働者階級の好む暴力的なスポーツと捉

え，サッカーに対する`快的．評価,性が低いのではな

いかと考えられる。また，「日本．経験無」群は

｢英国・経験無」以外の群よりも有意に低い値を示

した。しかし，日本の大学生への調査は，Ｊリーグ

が発足していない1989年であり，まだサッカーを身

近かなスポーツと捉えていなかったのではないか。

もし現時点で調査すれば，違った結果が得られたか

も知れない。なお，当然のことではあるが，「経験

有」は「経験無」よりもサッカーを快的で評価の高

いものと捉えていることが分かる。

「力動性」「男性的」因子においては，「英国く香

港く日本」の大小関係に有意な差が認められたが，

サッカーの発祥の地である英国では，サッカーが本

来ダイナミックで力動的な男`性のスポーツであると

自覚しているが故に，かえって高い評定平均値とし

て表れなかったのではないかと推測できる。

「困難'性」因子において，経験者を多く含む群は

サッカーを困難'性の高いスポーツであると捉えてい

る傾向がみられる。しかし例外として，「英国．男

子」は最も低い値を示した。これは，「力動'性」「男

,性的」と同様に，サッカーをより身近かな存在と考

えているため，余り困難なものとは認知していない

のではないかと思われる。

以上のように，日本・英国・香港の大学生男女の

サッカーに対するイメージを調査したところ，サッ

カーのイメージは`性別や経験別の影響を受けるが，

分散分析の結果からも明らかなように，最も強く影

響を及ぼすのは国別（国民性）である考えられる。

なお，本研究の調査対象者数は少なく，必ずしも

母集団を代表しているとは言い難く，本結果より一

般的な結論をみちびくことは妥当性を欠く面がある。

そのため，本研究結果は本調査対象者に見られる傾

向としたい。さらに，調査対象者を増やし検証した

い。また，本研究では，因子分析によりサッカーの

イメージの分析を試みたが，多次元尺度構成法や林

の数量化３類による分析を試みる必要がある。今後

の課題としたい。

Ⅳ．まとめ

日本・英国・香港の大学生男女のサッカーに対す

るイメージをＳＤ法により調査し，‘性別．経験別．

国別にその差異を分析したところ，以下のような結

果が得られた。

１．解釈可能な因子として，、決的・評価`性」「力動

性」「男性的」「困難性」の各因子が抽出された。

この結果，日本・英国・香港の大学生はサッカー

を'快的で評価が高く，力動的で，困難`性の伴う男

,性的なスポーツと捉えていることが明かとなった。

２．’性別，経験別，国別の差異を調べるために，因

子得点を用い，３要因分散分析を行ったところ，

「快的・評価'性」因子では，経験別×国別の交互

作用に有意差が認められた。「力動`性」「男'性的」

因子では，国別の主効果に有意差が認められた。

「困難性」因子では，性別×国別の交互作用に有

意差が認められた。この結果より，サッカーに対

するイメージは性別や経験別による影響を受ける

が，最も強い影響を及ぼすのは国民性（国別）で

あることが明かとなった。

なお，稿を終わるにあたって，本研究の調査にご

協力を頂いた香港のHONGKONGBAPTISTCOL-
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高校生のハードリング技能に

関係する技術的要因

高安和典＊山村康夫*＊野原弘嗣…

Technicalfactorsinthehurdlingskillsofhighschoolstudents

＊ ＊＊ ＊＊＊

ＫａｚｕｎｏｒｉＴＡＫＡＹＡＳＵＹａｓｕｏＹＡＭＡＭＵＲＡａnｄＨｉｒｏｓｈｉＮＯＨＡＲＡ

Abstract

Ｔｈｉｓｉｓａｓｔｕｄｙｏｎｔｈｅｆａｃｔｏｒｓｗｈｉｃｈｄetermine50meterhurdlerunningspeedofseniorhighschoolmale

studentsTrialsby29studentswererecordedbyVTRsystemandanalyzed,thenthebiomechanicalvariables

wascaluculatedThesevariableswereinducedtomultipleregressionanalysis・

ＬＴｈｅｍｏｓｔｉｍｐortantfactorwhichdeterminethehurdlerunningspeedwasthevelocitｙｏｆｔｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆ

ｇｒａｖｉｔｙ(CG)intheair・AnotherfactorwaslandingtechniquesThespeedof50-meterrunningwasabasic

factor、

2．Theobjectivefactorsinteachingthehurdlingskillwereasfollows：

1）takeoffdistancefromthehurdle,bodyposisioninthetakeoffmotion,ａｎｄｔｈｅｈｅｉｇｈｔｏｆＣＧａｔｍｉｄｓｐｕｒｔ

（ＭＳ)afterthetakeoff(thetechniqueofcontrollingtheheightofCGatMSwasatopsy-turvyproceedingto

thatofcommpetitivehurdlers)，

2）ｒｅｌａｔｉｖｅｈｅｉｇｈｔｏｆＣＧａｔｔｈｅｐｅａｋｏｖｅｒｔｈｅｈｕｒｄｌｅｉｎｔｈｅａｉｒ(but,thesevariablesdependonthetakeoff

motion)，

3）bodyposisionsattheheel-strikeandthetoe-off

＊京都教育大学教育学部附属高等学校：AtmcﾉｚｅｄＳ醜勿γＨｲghSchooﾉtojbﾉｏｔ０Ｕｍｔﾉe7Sjt)'ｑ/Ｅｄ"cqtjo，ＭＭＦα腕sa-Sehiyashjbj-ch0，

Ｆ２４ｓｈｊ伽j-肌Kyo功

＊＊京都府立城南高等学校：ノUﾉotope秋c醜、ﾉﾉ、α〃Ｓｃ"joγＨｲｇｈＳｃ"ｏ０ＭｌＩ…o-ch0Mm4ya,"α,〔ﾉlii-cjt)ﾉ,Kyoto

＊＊＊京都教育大学：Kyo〃Ｕｉ０ｊｗγs胸q/Ｅｄ〃cα"”,Ｆｉ４“hMsa-FM/j"､"0冠,Ｆ"shj伽j-伽ＫＭＯ
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必要である。

本研究では，高等学校の体育授業において，個々

の生徒に最も適したインターバル距離を採用したと

きのベストパフォーマンスを資料として，一般高校

生のハードルタイム（第３ハードルから第４ハード

ルまでの区間タイム）を規定する技術的要因および，

個々の技術的要因間の相互関係について明らかにし，

ハードル走の指導における基礎的知見を得ることを

目的とした。

１．はじめに

生涯にわたってスポーツを実践する能力の育成を

学校体育の中心的な目標として捉えると，高等学校

段階においては，とくに，運動のメカニズムや技術

構造，および運動の効果について科学的に理解する

力を養うことが重要な課題となる。運動の科学的認

識は，個々の生徒が自己の具体的な学習課題を見い

出そうとするとき，学習課題を解決するための方法

について考察するとき，その方法に基づいて実践す

るとき，実践の結果である運動成果を観察・評価す

るときなど，学習のあらゆる段階において基礎とな

る能力である。また，ある運動について学習された

科学的認識は，その一部については，その運動に限

られた特殊性をもつが，多くは他の運動についても

応用されるべき普遍性をもっている。このような意

味から，指導者は運動技能に関わる技術的要因と要

因相互の関係について把握しておくことが重要とな

る。

ハードル走に関する技術的原理に関する知見は科

学的認識の重要な部分である。ハードル走の技術に

関する指導書において，技術的原理はバイオメカニ

クス的視点４５)およびコーチングの視点9)から記述さ

れているが，主として競技選手を対象としているた

め，身体資質や基礎的運動能力において著しく異な

る一般生徒にとっては必ずしも十分なものではない。

学校体育におけるハードル走の指導に関する研究

論文や実践報告は少なくないが，多くの研究はハー

ドルの形状および高さa3J2J3)，ハードル間のインタ

ーバル距離3｣0MＪ5)など，指導の基礎となるこれらの

条件を研究主題としており，一般の学生・生徒のハ

ードリング技術についてバイオメカニクスの視点か

ら検討された研究12712｣3J4J5J6)についてもさらに研

究成果を蓄積することが必要である。

ハードル走は時系列的に展開きれる運動であるた

め，ある局面のパフォーマンスは，その前の局面の

運動が原因となった結果を示すとともに，これに続

く次の局面の運動に対する原因となるなど，複合的

に作用している。したがって，ハードル走の技術は

他の局面との相互関係からも明らかにされることが

２．研究方法

（１）研究対象

被験者は京都府立Ｊ高等学校の体育授業受講生で

ある２年生男子生徒29名で，被験者の身長，体重，

50ｍ走のゴールタイムは表ｌの通りである。

表１被験者の身長，体重，５０ｍ走のゴールタイム

身長(c､）体重(k9）５０m走のゴールタイム(sec）

ＭＥＡＮｌ７ｑ７

ＳＤ．５．１４２

5８．９

８．４４２

7.24

0.297

（２）実験的授業

本研究にかかわる授業として12時間のハードル走

の単元を設定した。１時間目には50ｍ走の試技，７

時間目と11及び12時間目にハードル走の試技を実施

して，ＶＴＲによって撮影した。

授業で用いたハードルは高さ84cmで，５０ｍの間に

５台設置した。スタートから１台目までの距離は

13ｍとし，インターバルの距離は６ｍから８．５ｍま

で，５０cmずつ長さを変えて６種類を設定した。生徒

にはその中から以下のような２種類のインターバル

による試技を行わせた。一つは，インターバルを３

歩で走れ，かつ練習の中でもっとも速く走れると生

徒自身が判断した距離（インターバルａ）である。

他の一つは，先行研究等からハードル走のインター

表２インターバルｂを決定する指標

指数ｘインターバルｂ

3.9以下

5.9以下

7.9以下

8.0以上

７．０ｍ

７．５ｍ

８．０ｍ

８．５ｍ

2４



高安，山村，野原：高校生のハードリング技能に関係する技術的要因

バル距離に影響を与える要素として，身長と50ｍ走

タイムを用いたインターバル指数'5)（Ｘ）をもとに

したインターバル距離（表２）である（インターバ

ルｂ)。

インターバル指数Ｘ＝(H/2-10T)/2.5……式(1)

Ｈ：身長(c､)，Ｔ：５０ｍ走タイム(sec）

（３）試技の撮影及び分析方法

単元の７時間目にはインターバルａによるハード

ル走（試技ａ）を実施し，単元の11及び'2時間目に

は試技ａ及びインターバルｂによるハードル走（試

技ｂ）を実施しＶＴＲによって撮影するとともに,

ストップウオッチによってゴールタイムを手動計時

した。

ＶＴＲ撮影には２台のカメラ（露光時間l/500,

60fps，PanasonicNV-M90）を使用した。そのうち

のカメラ，はハードルレースの速度推移'0)及び未習

熟者のハードリング動作')に関する先行文献を参考

にして，３台目のハードルの側方30ｍに設置し，３

台目のハードリング動作を撮影した。カメラ２は，

カメラ’の横に設置しパニング撮影によりスタート

からゴールまでを撮影し，カメラ’に対応する第３

ハードルから第４ハードル区間のタッチダウン速度

を測定した。カメラ高は両カメラともに80cmとした。

なお，生徒のハードルクリアランスの抜き脚が撮影

できるように，抜き脚がカメラ側に向くように走方

向を変えて試技させた。

５０ｍ走試技の撮影はスタート後30ｍ地点通過時の

疾走フォームを側方から，ハードル走の撮影と同条

件で撮影した。

撮影した映像を再生し，身体上の20ポイント及び

ハードル上の１ポイントをデジタイズし，パーソナ

ルコンピュータ（NEC,PC-9801VX）に入力して，

ＶＴＲ画像解析プログラム（新大阪商会）により身

体重心位置，身体各部ならびに身体重心に関する角

度について分析した。

（４）分析対象試技

本研究の目的から，生徒のベストパフォーマンス

におけるハードリング動作に関わるハードリング技

能の要因をみるために，異なった日にＶＴＲ撮影し

た３回の試技の中から，各生徒のハードル走タイム

表３分析対象となった試技におけるインターバルの

距離の度数分布

インターバル(、）度数（人）

０
０
７
０
８
４

１

０
５
０
５
０
５

●
●
●
●
●
●

６
６
７
７
８
８

1

図ｌＣＧの水平移動距離及びその他の水平距離に関

する項目の定義

菫騨＝
￣￣

ﾛ

’
図２ＣＧ高に関する項目の定義

ア

’ズ 匂

図３角度に関する項目の定義
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ＣＧ高を身長で除した値

ＨＲ２：離地時のＣＧ高比：踏切足離地時の

ＣＧ高を身長で除した値

ＨＲ３：ＭＳ時のＣＧ高比：ＭＳ時のＣＧ高を

身長で除した値

＊着地局面

ＨＲ４：接地時のＣＧ高比：接地時のＣＧ高を

身長で除した値

ＨＲ５：離地時のＣＧ高比：離地時のＣＧ高を

身長で除した値

ＨＲｍＭＳ時のＣＧ高比：ＭＳ時のＣＧ高を

身長で除した値

＊滞空局面

ＨＲ７：ＣＧピーク高比：ハードルクリアラン

スの滞空期におけるＣＧの最高点（ピ

ーク高）を身長で除した値

3）角度に関する項目(deg）

Ａｌ：踏切局面離地時のＣＧ前傾角度：ハー

ドル踏切離地時において，ＣＧと踏切足

の母趾指球を結んだ直線が水平線とな

す角度

Ａ２：着地局面接地時のＣＧ後傾角度：ハー

ドルクリアランス後の着地の接地時に

おいて，ＣＧと接地足の母趾球を結んだ

直線が水平線となす角度

Ａ３：振り上げ足の膝角度：ハードル踏切離

地時において，振り上げ脚の大転子，

膝関節，足関節を結ぶ角度

Ａ４：踏切局面離地時の上体前傾角度：ハー

ドル踏切離地時において，胸骨上縁，

左右大転子の中心点を結んだ直線が，

水平線となす角度

Ａ５：着地局面離地時の上体前傾角度：ハー

ドルクリアランス後の着地足離地時に

おいて，胸骨上縁，左右大転子の中心

点を結んだ直線が，水平線となす角度

4）速度に関する項目（ｍ・ｓ－ｌ）
Ｖｌ：５０ｍ走速度：５０ｍ走疾走中において，

スタートから30ｍの地点を通過した直

後の２歩（ｌランニングサイクル）に

が最もよかった試技を選び画像分析及び統計分析の

対象とした。３回の試技の中で，インターバルａ及

びｂにおけるハードル走タイムが同じ場合は，イン

ターバルの距離が長い方の試技を対象とした。その

結果，対象となったインターバル別の人数は表３の

とおりである。

（５）分析項目及び定義

分析項目及びその定義は図１，２，及び３以下に

示したとおりである。

ｌ）ハードリング局面の身体重心の水平移動距離

に関する項目(、）

＊踏切局面（接地足母指球と身体重心点（CG）

問の水平距離について）

Ｌｌ：接地期前半距離：踏切足接地から接地

期においてＣＧが母指球の真上にくる

とき（ＭＳ）までのＣＧの水平移動距離

Ｌ２：接地期後半距離：ＭＳから踏み切り足離

地までのＣＧの水平移動距離

Ｌ３：接地期距離：接地期前半距離と後半距

離をあわせた距離

＊着地局面（接地足母指球とＣＧ間の水平距離

について）

Ｌ４：接地期前半距離：接地からＭＳまでの

ＣＧの水平移動距離

Ｌ５：接地期後半距離：ＭＳから離地までの

ＣＧの水平移動距離

Ｌ６：接地期距離：接地期前半距離と後半距

離をあわせた距離

＊滞空局面

Ｌ７：滞空期距離：踏切離地から着地局面接

地までにおけるＣＧの空中移動距離

Ｌ８：ＣＧピーク位置：ハードルクリアランス

のＣＧピーク点からハードル支柱まで

の水平距離で，ハードルまでの手前側

を－，ハードルよりも進行方向側を＋

で示した。

2）ＣＧ高に関する項目

ＣＧ高は地平面からＣＧまでの垂直距離

＊踏切局面

ＨＲｌ：接地時のＣＧ高比：踏切足接地時の
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まれている２）ハードル上の空中移動速度（滞空期

速度：Ｖ５)，３）ハードルを飛び越える１歩（ハー

ドルクリアランス）の距離（L11)，４）ハードル

踏切からハードルまでの距離（踏切距離：Ｌ９)，

５）ハードルクリアランスのＣＧピーク高の身長比

(HR7）をそれぞれ従属変数とする。

ついての平均走速度

Ｖ２：タッチダウン速度：ハードリングとイ

ンターバルランニングを１サイクルと

して，インターバル距離を所要時間で

除して求めた。

Ｖ３：踏切局面接地期後半速度：ハードル踏

切接地期においてＭＳから離地までの

ＣＧの水平移動距離を所要時間で除して

求めた。

Ｖ４：着地局面接地期前半速度：ハードルク

リアランス後の着地接地期において，

接地からＭＳまでのＣＧの水平の移動

距離を所要時間で除して求めた。

Ｖ５：滞空期ＣＧ速度：ハードリング滞空期

におけるＣＧの水平速度

５）その他の項目

Ｌ９：ハードルまでの踏切距離：ハードル踏

切局面の離地時における踏切足母趾球

からハードル支柱までの水平距離(、）

ＬｌＯ：ハードルからの着地距離：ハードルク

リアランス後の着地局面の離地時にお

ける着地足趾指球からハードル支柱ま

での水平距離(、）

Ｌｌｌ：滞空距離：ハードリングの踏切距離

（Ｌ９）と着地距離（LlO）をあわせた

距離(、）

Ｈ：身長：被験者の身長(c､）

Ｔ：ハードル走タイム：５０ｍハードル走のゴ

ールタイムをストップウオッチによって

手動計時した(s)。

（６）ハードル走の技能に関わる技術的要因の分析

ハードル走技能にどのような要因が関わっている

かについて明らかにするために，以下の５つの項目

について着目し，それぞれの項目を従属変数とし，

個々の変数を独立変数とした重回帰分析（増減法）

を行った。

１）ハードル走の総合的技能として，ハードル間

のタッチダウンタイムをとらえ，３台目から４台目

までのハードル走の１サイクルの平均速度（Ｖ２）

を従属変数とする。次に上記の１サイクルの中に合

3．結巣

（１）分析項目の平均値及び標準偏差

分析項目の平均値及び標準偏差は表４に示したと

おりである。分析の対象となった試技の50ｍハード

ル走タイムの平均値は7.66秒（ＳＤ＝0.500）であっ

た。ハードルタッチダウンタイムと50ｍ走タイムに

ついて，集団における個人の記録のばらつきを変動

係数からみると，ハードルタッチダウンタイム，

50ｍ走タイムはそれぞれ6.53％，４．１０％であり，ハ

ードルタッチダウンタイムの方が大きい値であり，

個人のばらつきが大きいことを示唆していた。

（２）重回帰分析の結果

ｌ）ハードルタッチダウン速度（V2）と関係す

る要因

ハードル走において３台目のハードル踏切から４

台目のハードル踏切までの平均走速度（Ｖ２：ハー

ドルタッチダウン速度）を従属変数とし，他の項目

を独立変数として重回帰分析を行った。その結果，

重回帰式(1)が得られた。

Ｖ２＝0.134Ｖｌ＋1.480Ｌ５＋0.439Ｖ５＋4.368HR5

-4669HR7＋2.605（r2＝0.944）

……重回帰式(1)

独立変数について標準化回帰係数の絶対値が大き

い順に並べると以下のようになる。

0.526Ｖ５：滞空期速度

-0.293ＨＲ７：ＣＧピーク高比

0.194Ｌ５：接地期後半距離（着地局面）

０.ｌ６０ＨＲ５：離地時のＣＧ高比（着地局面）

0.120Ｖ１：５０ｍ走速度

重回帰式(1)において，標準化回帰係数の絶対値が

大きい変数をハードルタッチダウン速度（Ｖ２）と

の関係が大きい変数として考えると，ハードルクリ

アランスにおける滞空期速度（Ｖ５）が最も大きく，
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表４分析項目の平均値，標準偏差

分析項目 項目名記号 ＭＥＡＮ±ＳＤ

1．身体重心の水平移動距離に関する項＊踏切局面Ｌｌ接地前半距離 0.502±０．０８３

目(、） L２接地後半距離 0.365±０．１０８

Ｌ３Ｌｌ＋Ｌ２ ０．８６６±０．１２４

*着地局面Ｌ４接地前半距離 ０．１９５±０．０８５

L５接地後半距離 0.608±０．０８１

Ｌ６Ｌ４＋Ｌ５ ０．８０３±０．０９５

＊滞空局面Ｌ７滞空期距離 ２．５４２±０．２７８

L８ＣＧピーク位置 －０．００８±０．１９２

2．身体重心の高さ，垂直変位の身長に＊踏切局面ＨＲｌ接地時の身体重心高比 ０．９１４±０．６９６

対する比率 HR2離地時の身体重心高比 1.069±０．０５４

HR3ＭＳ時の身体重心高比 ０．９２３±０．０５６

*着地局面ＨＲ４接地時の身体重心高比 1.047±０．０６２

HR5離地時の身体重心高比 ０．８９３±０．０５１

HR6ＭＳ時の身体重心高比 0.979±０．０５５

*滞空局面ＨＲ７身体重心ピーク高比 1.347±０．０６５

3．角度に関する項目(deg） Ａｌ踏切局面離地時の身体重心前傾角度71.295±5.249

A２着地局面離地時の身体重心後傾角度79.376±4.703

A３振り上げ脚の膝角度 ７０．９９８±2０．６０６

A４踏切局面離地時の上体前傾角度 ８２．１３２±６．７８４

Ａ５着地局面離地時の上体前傾角度 80.328±６．７１１

4．速度(、/s） Ｖｌ５０ｍ走速度 7.865±０．５５１

Ｖ２ハードルタッチダウン速度 5.768±０．６１６

V３踏切局面接地期後半平均速度 4.959±０．６１４

V４着地局面接地期前半平均速度 4.915±０．６９６

Ｖ５滞空期速度 5.939±０．７３８

L９踏切距離(、）5．その他の項目 1.688±０．２１１

LlO着地距離(、） １．３８２±０．３１１

Ｌｌｌ滞空距離(、） ３．１０５±０．２９７

Ｈ身長(c､） 170.690±５．１４２

H８ハードル走タイム(sec） ７．６６±０．５００

以下，ＣＧピーク高比（HR7)，接地期後半距離（着

地局面：Ｌ５)，離地時のＣＧ高比（着地局面：

HR5)，５０ｍ走速度（Ｖｌ）の順に関係が大きいこと

が示された。

ハードル走を指導する場合には，技術的な目標と

なる項目が明らかになることも重要であるが，それ

だけでは十分とはいえず，それを改善するための具

体的な課題や指導内容が明らかにならなければ，そ

れらの知見を指導に生かすことができない。重回帰

式(1)で示された独立変数をみると，接地期後半速度

(L5）と離地時のＣＧ高比（HR5）は，指導課題と

して取り上げられる項目である。しかし，滞空期速

度（Ｖ５)，ＣＧピーク高比（HR7）は，それぞれを

規定する下位の要因によって決定されている項目で

ある。したがってこれらを改善するためには，ざら

に，これらの項目を規定する下位の要因を明らかに

することが必要となる。

２）滞空期速度と関係する要因

重回帰式(1)の独立変数の中で最も標準化回帰係数

の絶対値が大きく，ハードルタッチダウン速度

(Ｖ２）と関係が大きいと考えられる滞空期速度

(Ｖ５）を従属変数として重回帰分析を行い，重回帰
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及び技術によって，その距離の適切ざが変わり5)，

踏切距離が適切かどうかということは，ハードルク

リアランスにおけるＣＧの上昇高や踏切による減速

の程度に影響を及ぼすものである459)。このことは

授業においてもハードル走の技術的な特`性として重

要な学習課題である。そこで，ハードルまでの踏切

距離（L9）を従属変数として重回帰分析を行った。

その結果，重回帰式(4)が得られた。

Ｌ９＝－０．６２３L５－０．３６１Ｌ８－０．０１７Ａｌ＋0.014Ａ２＋

0.907（r2＝0.835）……重回帰式(4)

独立変数について標準化回帰係数の絶対値が大き

い順に並べると以下のようになる。

-0.432Ａ１：ＣＧ前傾角度（踏切局面離地時）

-0.327Ｌ８：ＣＧピーク位置

0.312Ａ２：ＣＧ後傾角度（着地局面接地時）

-0.238Ｌ５：接地後半距離（着地局面）

５）ハードルクリアランスのＣＧピーク高比

（HR7）と関係する分析項目

重回帰式(1)及び(2)のいずれにおいても，標準化回

帰係数の絶対値が２番目に大きい変数として，クリ

アランスのＣＧピーク高比（HR7）が示された。ハ

ードル走のパフォーマンスを高めるためには，クリ

アランスにおける滞空時間を短縮すること，すなわ

ち，クリアランスにおいてＣＧの上昇高を小さく抑

えることが必要である459)。また，ハードルの特,性

を学習する場合においても，クリアランスにおける

滞空時間を短縮することは重要な学習課題である。

そこで，クリアランスにおいてＣＧの上昇高を小き

く抑えることすなわち，クリアランスのＣＧピーク

高比（HR7）に注目し，これを従属変数として重回

帰分析を行った。その結果，重回帰式(5)が得られた。

ＨＲ７＝－０．０２０Ｖ’十０.ｌ６４Ｌｌ＋0.004Ａｌ＋０．５６７

（r2＝0.846）……重回帰式(5)

標準化回帰係数の絶対値が大きい順に変数を並べ

ると以下のようになる。

0.572Ａ１：ＣＧ前傾角度（踏切離地時）

ｑ３５２Ｌｌ：接地前半距離（踏切局面）

-0.291Ｖ’：５０ｍ走速度

式(2)を求めた。

Ｖ５＝1.616Ｌｌｌ＋3.310ＨＲ7-9.858ＨＲ６＋６．８０３

（r2＝0.965）……重回帰式(2)

独立変数について標準化回帰係数の絶対値が大き

い順に並べると以下のようになる。

0.649Ｌ１１：クリアランスの滞空距離

-0.516ＨＲ７：クリアランスのＣＧピーク高比

０.ｌｌ８ＨＲ６：着地局面のＭＳ時のＣＧ高比

この式で求められた３つの独立変数の中では，ク

リアランスの滞空距離（Lll)，クリアランスのＣＧ

ピーク高比（HR7）の標準化回帰係数の絶対値が大

きく，従属変数であるハードルクリアランスの滞空

期速度（Ｖ５）と関係が大きい変数であることが示

された。しかし，両者はハードル走の指導において

は，達成目標となる項目ではあるが，指導上の具体

的な課題とはなりにくい項目である。

３）ハードルクリアランスの滞空距離と関係する

要因

重回帰式(2)において，クリアランスの滞空期速度

(Ｖ５）と最も関係が強いことが示きれたクリアラン

スの滞空距離（Lll）と他の項目との関係を明らか

にするために，Lllを従属変数とした重回帰分析を

行い，重回帰式(3)を求めた。

Ｌｌｌ＝0.956Ｌ９＋0.471Ｌ１０－０．００４Ａ３－

2.004ＨＲ３＋2.557ＨＲ５＋０．８７３

（r2＝0.909）……重回帰式(3)

独立変数について標準化回帰係数の絶対値が大き

い111頁に並べると以下のようになる。

0.683Ｌ９：ハードルまでの踏切距離

0.494ＬｌＯ：ハードルからの着地距離

-0.281Ａ３：振り上げ脚の膝角度（踏切離地

時）

０.ｌ９４ＨＲ５：離地時のＣＧ高比（着地局面）

－０.ｌ８０ＨＲ３：ＭＳ時のＣＧ高比（踏切局面）

４）ハードルまでの踏切距離（L9）と関係する

要因

重回帰式(3)において，従属変数であるクリアラン

スにおける滞空距離（Lll）と関係が大きかった変

数は，ハードルまでの踏切距離（L9）である。踏

切距離は，身長，脚長，この時点におけるスピード
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ハードルタッチダウン速度を高めるための踏切局

面における指導課題を明らかにするために，重回帰

式(3)，(4)，(5)において独立変数として示きれた項目

を整理し，踏切動作に関係する項目を上げると，以

下のようになる。クリアランスの滞空距離を従属変

数とする重回帰式(3)においては，踏切離地時の振り

上げ脚の膝角度及びハードルまでの踏切距離，踏切

局面ＭＳ時のＣＧ高比，また，ハードルまでの踏切

距離を従属変数とする重回帰式(4)においては踏切離

地時のＣＧ前傾角度，ハードルクリアランスのＣＧ

ピーク高比を従属変数とした重回帰式(5)においては

踏切離地時のＣＧ前傾角度及び接地前半距離が示き

れた。

踏切局面ＭＳ時のＣＧ高比及び接地前半距離につ

いては，生徒が動作のイメージとしてとらえにくい

項目のように思われる。生徒が達成課題としてとら

えやすい項目としてはＣＧ前傾角度及び振り上げ脚

の膝角度，ハードルまでの踏切距離の３項目が考え

られる。

振り上げ脚の膝角度がクリアランスの滞空距離と

関係がある変数として示されたが，この膝角度は，

踏み切り接地中に振り上げ脚の膝をよく曲げ，踵を

臂部に近づけるようにして，膝から振り上げ，膝を

リードした振り上げ動作へとつながる一連の動作の

結果であり，このことは競技者のハードリングフォ

ームを指導する際の着眼点として指摘きれてい

る…)項目である。赤津ほか')は未習熟者のハードリ

ング動作の分析から，未習熟者においてもハードル

パフォーマンスに関連している項目として，踏切離

地時に振り上げ脚の下腿を膝より後方に引いている

ことを指摘しており，本研究の膝角度の意味すると

ころと一致している。ハードルまでの踏切距離は，

身長，脚長，この時点におけるスピード及び技術に

よって，その距離の適切ざが変わり5)，踏切距離が

適切かどうかということは，ハードルクリアランス

におけるＣＧの上昇高や踏切による減速の程度に影

響を及ぼすことが指摘されている…)。

ハードルまでの踏切距離に最も大きく関係する変

数としてＣＧ前傾角度が示され，両者間には有意な

負の相関関係がみられ（ｒ＝-0.404,Ｐ＜0.001)，

4．考察

（１）ハードルタッチダウン速度を規定する要因

ハードル走では，ハードルクリアランスに伴う速

度減少を小さくする技術の重要`性…)が，指摘きれ

ている。ハードルクリアランスにおける速度減少は，

踏切と着地の両動作における接地期間中に生じるが，

標準化回帰係数からハードルタッチダウン速度の決

定要因として，滞空期速度の重要`性が最も大きいこ

とが示されたことは，踏切技術の重要`性が大きいこ

とを示唆している。しかし，着地動作についても，

接地期後半距離（L5）及び離地時のＣＧ高比

(HR5）の２変数が決定要因として示されていたこ

とは，注目すべきことである。

ＣＧピーク高比（HR7）の係数が負であることは，

ハードルクリアランスにおいてＣＧの上昇を小きぐ

して滞空期の所要時間の短縮につながり，ハードル

タッチダウン速度を高めるためには重要であること

を示唆するものでり…)ハードル走の空中フォーム

として指摘されている技術的要点と一致する結果で

あった。

５０ｍ走速度（Ｖｌ）は，ハードルタッチダウン速

度（Ｖ２）と有意な相関関係が見られ（ｒ＝0.614,

Ｐ＜0.001)，５０ｍ走の能力がハードルタッチダウン

速度を左右する基礎的要因であることが示された。

ただし，この相関係数は著しく高いものではなく，

また，先に述べたようにハードルタッチダウンタイ

ムは，５０ｍ走タイムより大きな変動係数がみられた

ことともあわせて考えると，ハードル走は教材とし

て技術習得の度合いがパフォーマンスに大きな影響

をしめる種目であることが示唆きれた。

ハードル走の指導に関する研究内容をみると，ハ

ードルの高さやハードルの形状，個々の生徒に至適

なインターバル距離のように，主として踏み切り動

作に影響を与える項目について行われており，着地

動作への関心は赤津ほか')や天野2)の研究において指

摘きれているが多くはみられない。

（２）ハードルタッチダウン速度を高めるための指

導課題となる項目

ｌ）踏切局面について
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重回帰式(5)において踏み切り局面接地前半距離が独

立変数として示きれ，踏切時の接地前半において接

地からＭＳまでのＣＧ水平移動距離を短くすること，

すなわち接地時にＣＧ鉛直下に近く接地することが

クリアランスのＣＧ高を低く抑えることにも関係す

ることが示唆きれた。しかし，踏切接地前半距離を

小さくすることは積極的な踏切を強く意識すること

によって生じる現象とも考えられ，これを直接的な

指導課題とすることが適切であるかどうかについて

は今後の課題である。

２）滞空局面について

ハードルタッチダウン速度を高めるための滞空局

面における指導課題を明らかにするために，重回帰

式(1)，(2)，(4)において独立変数として示きれた項目

を整理し，滞空局面に関係する項目を上げると以下

のようになる。クリアランスの滞空期速度を従属変

数とした重回帰式(2)から，これと関係する変数とし

て，クリアランスの滞空距離及びクリアランスの

ＣＧピーク高比の２項目が示された。クリアランス

の滞空距離の増大はハードルクリアランスにおける

速度の増大に付随した結果として，ハードルクリア

ランス距離が増大することを示すものと考えること

ができる。クリアランスのＣＧピーク高比を小きぐ

することは，ハードルクリアランス中における速度

増大のためには，クリアランスのＣＧの上昇を抑え

ることの必要`性を示すとともに，ハードルクリアラ

ンス後の着地を早くして，インターバルランニング

に移行し，ハードリングによって失った走速度を回

復することになると推察きれる。

ハードルまでの踏切距離を従属変数とした重回帰

式(4)の独立変数として，ＣＧピーク位置が負の回帰

係数を伴う変数として示されたが，ＣＧピーク位置

はハードルまでの踏切距離との間に有意な負の相関

関係が見られた（ｒ＝-0.556,Ｐ＜0.001)。このこ

とは，踏切距離が増大することが，ＣＧピーク位置

を手前にすることにつながることを示し，競技者レ

ベルでの指導の着眼点4)とも一致する結果であった。

しかし，クリアランスの滞空距離，ＣＧピーク高比，

及びＣＧピーク位置の３項目は重回帰式(2)から(5)が

示すように，それぞれは，踏切局面に関する要因に

踏切動作において離地時のＣＧ前傾角度が小きくな

るような姿勢，いわゆるハードルに対して積極的な

姿勢で踏み切ることが，ハードルまでの踏切距離を

大きくするためには重要であることが示唆された。

このことは，クリアランス時のＣＧピーク高比を従

属変数とする重回帰式(5)においてもＣＧ前傾角度が

独立変数として示きれたように，積極的な踏切姿勢

の重要`性が示唆きれた。高安ら12,13)はハードルの形

状がハードリング技術に及ぼす影響についての検討

結果から，横木部分にウレタンラバーを張ったハー

ドル及び横木の手前側に張り出した立体形状のハー

ドルは踏切の前傾姿勢を深くし，踏切距離を大きく

するのに効果的であったことを報告している。この

ように踏み切り距離や前傾姿勢はハードルフォーム

を改善するための直接的な学習目標とさせるばかり

でなく，踏切に対する積極性を喚起するような用具

等の工夫によっても達成されることを示唆している。

踏切局面ＭＳ時のＣＧ高比が負の係数を伴う独立

変数として示された。ＭＳ時のＣＧ高比は'よクリア

ランスの滞空距離と有意な相関関係がみられ化＝

0.376,Ｐ＜0.001)，ハードルクリアランスの滞空期

距離の増大には，そのための準備動作として，踏切

局面ＭＳ時にＣＧ高を低くするような姿勢が必要で

あることを意味している。しかし，よく鍛錬された

競技選手については，踏切局面ＭＳ時のＣＧ高の低

下を抑えるような動作をすること，つまり，踏切中

における踏切脚膝関節の屈曲を小さくすることが推

奨きれているa'6)。本研究の結果は，一般の高校生

の踏切動作の特徴を示すとともに，競技選手と逆の

技術が一般生徒におけるパフォーマンスを上げる技

術となる場合があることを示唆している。同様の意

見として赤津ほか')による未習熟者のハードリング

動作の分析結果においても，競技者レベルでの着眼

点がそのまま当てはまらないものもあること述べて

いる。技術は，パフォーマンスを高めるための手段

であるが，それは決して固定きれた唯一のものでは

なく，個々の生徒や選手の体格，体力及び運動能力

に応じて，柔軟さをもってとらえるべきであること

を示している。

クリアランスのＣＧピーク高比を従属変数とする
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よって規定されている。このように，いずれも踏切

動作の成否によって生じてくる結果としての現象で

あることが示された。したがって，これらの項目は，

とくに踏切動作を中心とするハードリング技能につ

いての課題を抽出するための評価項目にすることは

できるが，直接的な達成課題とすることはできにく

いと考えられる。

本研究では空中局面における上体の角度，四肢の

動作については測定項目として取り上げず，身体の

運動を身体重心で代表させ，その位置，距離，速度

に着目して分析を行った。生徒たちのハードリング

フォームの観察においては空中局面における上体角

度，抜き足の動作や身体の高さなどの観点は踏切動

作や着地動作よりも容易にとらえられるように思わ

れる。したがって，これらの項目について明らかに

することは今後の課題である。

３）着地局面について

ハードルタッチダウン速度を高めるための着地局

面における指導課題を明らかにするために，重回帰

式(1)，(2)，(3)，(4)において独立変数として示された

項目を整理し，着地動作に関係する項目をあげると，

以下のようになる。

ハードルタッチダウン速度を従属変数とする重回

帰式(1)においては接地期後半距離，離地時のＣＧ高

比，クリアランスの滞空期速度を従属変数とする重

回帰式(2)においては，着地局面のＭＳ時のＣＧ高比，

クリアランスの滞空距離を従属変数とする重回帰式

(3)においては，着地局面離地時のＣＧ高比，ハード

ルまでの踏切距離を従属変数とする重回帰式(4)にお

いては接地時後傾角度及び接地後半距離が，それぞ

れ示された。ハードル走の指導においては，ややも

すると踏切技術に主眼がおかれることが多い。その

理由は時系列的に実行されているハードリング動作

において，着地局面は，踏切局面，滞空局面の結果

を反映したものであると考えるからであろう。

着地局面の動作はランニングの着地とは異なり，

クリアランスのために持ち上げられた身体重心の落

下を受けとめる局面であり，宮口7)が指摘している

ように，着地時にはバランスを崩しやすい。また，

着地局面はインターバルランニングへ滑らかに移行

するための局面であり，速度低下を抑えることが最

大の課題とされている9)。宮下と押切8)による熟練し

た競技者の110ｍハードリングフォームの分析結果

において，着地局面における減速はみられず，むし

ろ加速していたという報告は，着地動作の習得の重

要`性を示唆するものである。競技者のための技術の

要点に関する記述においても，記述内容が踏切局面

や空中局面に比べると少ない…)。しかし，競技者

でない体育授業での指導において，天野2)は高校２

年生男子を対象としたハードル走の学習前後の速度

曲線の推移を測定した結果から，学習によるハード

ル走速度の向上は，主として着地時の速度の増大|こ

よるもにであり，ことに学習前においては着地時の

速度低下が著しいことを報告している。重回帰式(1)

から(4)において示されたことからも，着地局面の姿

勢や動作に注目することによって，踏切動作，空中

動作を評価する手がかりが得られると同時に，着地

動作そのものに注目して，これを改善することも軽

視すべきではないことが示唆きれた。

５．まとめ

ハードル走の技能に関わる技術的要因及びそれら

の相互関係を明らかにするため，高等学校男子生徒

を対象としたハードル走の授業において，個々の生

徒に最も適したインターバル距離を採用させたとき

のベストパフォーマンスを資料として，ＶＴＲ映像

の解析を実施し，これによって得られた変数を用い

て重回帰分析をすすめたところ，以下のような事項

が明らかになった。

（１）ハードルタッチダウン速度を規定する要因

ハードルタッチダウン速度の決定要因として，滞

空期速度の重要'性が最も大きいことが示され，これ

を左右する踏切技術の重要`性が大きいことが明らか

になった。

また，５０ｍ走速度はハードルタッチダウン速度と

有意な相関関係がみられ（ｒ＝0.614,Ｐ＜0.001)，

50ｍ走の能力がハードルタッチダウン速度を左右す

る基礎的要因であることが示された。

（２）ハードルタッチダウン速度を高めるための指

導課題となる項目
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ハードルタッチダウン速度を高めるための具体的

な指導課題をクリアランスの３局面についてみると

次のようなことが明らかになった。

１）踏切局面について

生徒が達成課題としてとらえやすい項目としては

ＣＧ前傾角度，振上脚の膝角度，ハードルまでの踏

切距離であり，ハードルまでの踏切距離に最も大き

く関係する変数としてＣＧ前傾角度が示きれ，いわ

ゆる積極的な踏切姿勢の重要'性が示された

踏切局面ＭＳ時のＣＧ高を低下させるような動作

をすることが関係する要因として示きれたが，これ

は，よく鍛錬された競技選手とは逆の技術であり，

一般生徒におけるパフォーマンスを上げる技術は，

競技者の技術と異なる場合があることが示唆された。

２）滞空局面について

クリアランスの滞空距離及びクリアランスのＣＧ

ピーク高比，ＣＧピーク位置が関係する要因として

示きれたが，いずれも，踏切局面に起因する要因に

よって規定されるため，滞空局面の直接的な達成課

題とはなりにくいと考えられる。

３）着地局面について

接地期後半距離，接地時後傾角度，ＭＳ時のＣＧ

高比，離地時のＣＧ高比が関係する要因として示さ

れ，クリアランスの終末局面である着地局面につい

て着目することの重要'性が示唆された。
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